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この本の読みかた 


本書は、なの7つの章と付録で構成されています。 

奇数ページのち端と偶数ページの左端には、各章のマークをつけてあります。 
マークは章ごとに一段ずつ下げてあるので、目的の章を検索するときにご利用 
ください。 


パソコンの基本操作を覚えよ 




パソコンの各部の名前か日始まり、パソコン本体に用意されているボタン 
ゃス□ット、さまざまな機能について説明しています。 


2章ネットワークの世界へ 


パソコンを外の世界と結ぶネットワーク。世界中と結ぶインターネットか 
日、家族と結ぶ LAN まで、各ネットワークについて説明しています。 


章周巧機器をほって機能を広げよラ 


パソコン本体に用意されているコネクタにいろいろな機器をつないで、機 
能を広げることびでさます。本パソコンにはどんなコネクタび用意されて 
いて、どんな機器び接続できるのかを説明しています。 


4章バツテリ駆動でほう 


屋外やテラスなど、電源コンセントびない場所で使用するために、本八ソコ 
ンにはバッテ U 駆動の機能び用意されています。バッテ U 駆動で使用する 
ための充電方法や、バッテ U の交換手順を説明しています。 


5章システム廣境の変ち 


ノ（ソコンのシステム構成を変更する BIOS セットアップの操作方法を説明 
しています。 


巨章パソコンの動作びおかしいとまは 


なんだか動さびおかしい、故障？と思ラよラなとさ、また使用上困ってし 
まってどラしよラちないときなどのトラブル解消方法を紹介しています。 


章お巧いをわせされるとをは 


本製品に用意されているアプ U ケーシヨンなどのお問い合わせ先を掲載し 
ています。 


付録 


本製品を使用するにあたってのお願いと、技術基準適合、無線 LAN など 
について記しています。 





















を < じ 


この本の読みかた . 1 

を< じ . 2 

はじめに . 已 


1章/む/コンの基本操作を覚えよラ . 13 


II各部のち敬一巧觀図一 . 14 

rri 前面図 . 14 

图背面図 . 17 

団裏面図 . 17 

□ ポインタを動かす/义字キーをほラ 

—タッチパッドとマウスとキーボードー... . ..19 

m タッチパッドで操作する . 19 

回マウスの使いかた . 21 

巧]キーポードの文字キーの使いかた . 24 

□ A- ドディスクドライブ . 2已 

□ CD や DVD をほ5 -ドライブー . 2巨 

田使えるメディアを確認しよう . 26 

回 CD / DVD を使うとを（セット） . 27 

团 CD / DVD を使い終わったとき（取り出し） . 29 

B 画面を見やすく調整するーディスプレイー . 31 

m 画面の明るさを調整する . 31 

Q いろいろなメディアカードを使5 -ブリッジメディアス□ット ー... 32 

田メディアカードを使う前に . 33 

回メディアカードのセットと取り出し . 33 

□ FeHCa ポートをほう . 36 

の Fel に a 対応力ードをかざす . 37 

回力ードをかざしてアプリケーシヨンを使う . 39 


2 






























2 章ネットワークの世界へ 


41 


□ 家庭内ネットワークで広びる巧巧 . 42 

田 LAN 接続はこんなに便利 . 42 

回ワイヤレス（無線） LAN を使う . 43 


章周辺機器をほって機能を広げよ 


□ 周边機器をほう前に . 46 

且メモリを増設する . 47 

E] USB 对応機器をほ5 . 54 

□ パソコンの画面をテレビに映すーテレビの接続一 . 已巨 

のパソコンに接続する . 已7 

回表示を切り替える . 已 S 

团パソコンから取りはずす . 已1 

B パソコンの画面をか部ディスプレイに映す 

-か部ディスプレイの接続一 . 巨2 


4章バツテリ駆動でほう 


D バッテリについて . 68 

田バッテリ充電量を確認する . 已9 

回バッテリを充電する . 71 

巧]バッテリパックを交換する . 73 


已章システム廣境の変更 


□ システム程境の変更とは . 76 

已 BIOS セットアップをほ5 . 77 

田起動と終了/ BIOS セツトアップの操作 . 78 


3 






























巨章八°ソコンの動作びおかしいとまは . 81 


□ トラブルを解消するまでの流れ . 82 

田トラブルの原因をつき止めよう . 82 

图トラブル対処法 . 86 

団トラブル事例を見てみる . 86 

白 Q&A 集 . 91 

田電源を入れるとき/切るとき . 93 

回画面/表示 . 9己 

巧]システム/ハードディスク . 97 

キーポード . 99 

回タッチパッド/マウス . 100 

面メッセージ . 101 

m その他 . 104 


章お問い合わせをれるとをは . 107 


n お巧いさわせ巧 一 OS / アプリケーシヨンー . 108 

の 0 S のお問い合わは先 . 108 

回アプリケーシヨンのお問い合わは先 . 108 



□ ごほ用にあたつてのお願い . 118 

白メディアについて . 12巨 

の使える CD を確認しよう . 12巨 

回使える DVD を確認しよう . 126 

団メディアカードを使う前に . 128 

[互記録メディアの廃棄’譲渡について . 129 

□ 技術基準適合について . 130 

□ 巧線 LAN について . 13已 

さくいん . 1已1 


4 



































はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、：欠の決まりに従って書かれています。 


KK 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
7 R しよ9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

パソコンで見るマニュアルへの参照の場合…《》 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： XXXX 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[キーワード検索]に 
rxxxx 」 を入力すると、目的のページを検索できます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報び記載されてい 
まず。 


* 1重傷とは、失おやけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、巧のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

特に説明びない場合は 、 Windows Vista ® Home Premium または Windows Vista ® Home 
Basic を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのできる、電モマニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 
タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について「1章 □ CD や DVD を使う」 

H DM I 端子モデル 

HDMI 出力端テび搭載されているモデルを示します。 

Premium モデル 

Windows Vista ® Home Premium び搭載されているモデルを示します。 

Basic モデル 

Windows Vista ® Home Basic び搭載されているモデルを示します。 

Core モデル 

インテル® Core ™ 2 Duo プ□セッサーび搭載されているモデルを示します。 

Celeron モデル 

インテル® Celeron ® プ□セッサーび搭載されているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機旨旣准載されているモデルを示します。 

FeNCa ポート搭載モデル 

Fel に a ポートび搭載されているモデルを示します。 

16.0型液晶モデル 

ディスプレイのサイズび1己.□型のモデルを示します。 

1已 .4 型液晶モデル 

ディスプレイのサイズび1已 .4 型のモデルを示します。 
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TX シリーズ 

dynabook シ U - ズで、モデル名び 「 TX 」 で始まるモデルを示します。 

TXE シリーズ 

dynabook シ U - ズで、モデル名び 「 TXE 」 で始まるモデルを示します。 

TXW シリーズ 

dynabook Satellite シ U - ズで、モデル名び 「 TXW 」 で始まるモデルを示します。 

AX シリーズ 

dynabook シ U - ズで、モデル名び 「 AX 」 で始まるモデルを示します。 

AXE シリーズ 

dynabook シ U - ズで、モデル名び 「 AXE 」 で始まるモデルをおします。 

ご購入のモデルの仕様については、別紙の [dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズ 
をお使いのかたへ』を確認してください。 


MM 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U —ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書をはじめとする取扱説明書では、コント□ールパネルの操作方法については、「コント 
□-ルパネルホーム」に設定していることを前提に記載しています。「クラシック表示」に 
なっている場合は、「コント□ールパネルホーム」に切り替えてか日操作説明を確認してく 
ださい。 


コント□-ルバネルホームとクラシック表示 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：コント□-ルバネル》 


Trademarks 

• IVIi 巳 rosoft 、 Windows 、 Windows Media 、 Windows Vista 、 Aero 、 Ex 巳 el ' Outlook 、 
PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の 
国における Intel Corporation またはそのテ会社の商標、または登録商標です。 

•パーソナルシエルター、かざしてナビは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 
•シンプル□グオン、スク U - ンセーパ'-□ック2、パーソナルシエルター、かざしてナビ、 
かんたん登録2は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株 
式会社ジャストシステムおよび各権利ちに帰属します。 
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• Ma 邑 icGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック Duo 、 
メモ U - スティック PRO 、 メモ U - スティック PRO Duo は、ソニー株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。（ぶみ） 

• SDH 巳□ゴは商標です。(强) 

• xD - ピクチャーカード™は、富±写真フイルム株式会社の商標です。 

•し LINK 、 し LINK □ゴは商標です。 

• HDIVII および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDIVII Licensing LLC . の登録 
商標または商標です。 

• LaLaVoice 、 Confi 旨 Free 、 おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• 「駅探」は登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な日びに登録商標です。 

• Ulead および Ulead □ゴ 、 DVD MovieWriter、Corel Paint Shop Pro Photo . Snapfire 、 
Corel の商品名は 、 Corel Corporation またはその関連会社の商標または登録商標です。 

• McAfee 、 SiteAdvisor およびマカフィーは米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の 
登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• Napster 、 Napster To Go、Napster Basic . Napster a la 巳 arte は、 Napster ， LLC の 
商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Google ツールバー、 Google デスクトップは Google Inc . の登録商標です。 

• FlipBook 、 円 ipView 乱は E-Book Systems , Inc . の登録商標です。 

• TAtO MEMORIES 〜 Limited selection 〜は株式会社タイ I -- の登録商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITALARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアーツ 
株式会社の登録商標です。 

• Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 

• Fel に a はソニー株式会社び開発した非接軸 1 C カードの技術方式です。 

• 。は、フェ U カネットワークス株式会社の登録商標です。 

•に OCA は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

• mj (スモ商標利用許諾済第57号 

• ㈱ ノ（スモの都合により予告なく PASMO 力ードび交換されることびあります。 

•【 JR 東日本 Suica 利用承認第18号】 

《 Suica は東曰本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※当該商品は、東曰本旅客鉄道株式会社び本商品-サービスの内容-品質を保証するちので 
はありません。 

《東日本旅客鉄道株式会社の都合により、予告なく Suica 力ードび交換されることびあります。 

• FeliCa Secure Client SFCard Viewer 、 Fel に a ブラウヴエクステンション、 Fel に a ポート 
自己診断は、ソニー株式会社の著作物であり 、 FenCa Secure Client、SFCard Viewer 、 
Fel に a ブラウヴエクステンション、 Fel に a ポート自己診断にかかる著作権、その他の権利は 
ソニー 株式会社および各権利者に帰属します。 
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•「Near Field 印旨 hts Management 」、 fNFRMJ および「カヴスチャンネル」は、日本国 
内におけるフェイスの商標または登録商標です。 

• TEdy (エディ）」は、ビットワレット株式会社び管理するプ U ペイド型電モマネーサービス 
のブランドです。 

• eUO は、株式会社ソニーファイナンスインターナショナルの登録商標です。 

• 「まいにちびたからちの」は旺文社の登録商標です。 

•スカパー! Net てれびはスカパー JSAT 株式会社の商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

インテル Centrino® 2 プロセッサー • テクノロジーについて 

なの3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino 2プ□セッサー-テクノロ 
ジー搭載と呼びます。 

• インテル® Core ™ 2 Duo プロセッサー 

•モノ（イルインテル® GM 4 已 Express チップセット 

• ィンテル® WiFi Link 已] OOAGN 

la プロセッサ （ CPU ) に関するごミち意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのような条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運胤こ高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウェア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減日すための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 
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■巨 4 ビットプ□セッヴに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に己4ビットで動作します。 

•巨4ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）びインストールされている 
• 己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 巨4ビット対応のデバイスドライバびインス I ルされている 
• 巨4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデノ（イスドライバおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス1-ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


mm 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権ちの権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行うことびできます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行うと、惜作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


■1 遅リリース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク1」ツクする 


E ■巧い終わったとを 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したときの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、電源を切る手順び記載されている場合（増設メモ U の取り付 
け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必 
ず電源を切って < ださい。 

ス U- プ/電源を切る『準備しょラ1章 D 使いおわりと使いはじめ』 
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lEi お願い 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows Vista Home Basic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium に搭 
載の一部の機能 （Windows Aero インタフェース、フ U ップ 3 D など）の機能はご利用にな 
れません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『準備しよう』に記載している手順じ(外の方法で、 
パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれび 
あります。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インストール 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れたを件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

• n スワー ドを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型衝を確認後、保守サービスに連絡してください。有償に口（スワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ I 」ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止す 
るためのちのであり、万一発生した盗難事故の被害について、当社は一切の責任を負いません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピュータ 
を保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアップ 
デートは、ご使用開始から90日間に限り無料で行ラことびできます。90曰を経過するとウ 
イルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。ウイルスチェック 
び全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有償の正規サービスへ登録するか、 
市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表おされな 
くなります。 U カバ U を行った場合には巧び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしております。弊社 

ホームページで登録でさます。 

mm 詳細について『準備しよラ白章 D お客様登録の手続き』 
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m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表おされた場合は、そのメッセージをミ主意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
し、。 
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■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、役割、基本の使いかたなどを説明 
しています。 


1各部の名称—外観図— . 1 4 

2ポインタを動かす/文字キーを使う 

—タッチパッドとマウスとキーボードー . 19 

3八ードディスクドライブ . 2已 

4巳 D や DVD を使ラードライブー . 26 

已画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 31 

巨いろいろなメディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ッ I . 32 

7 FeNCa ポートを使う . 36 













この部分に無線 LAN - 
アンテナび内蔵され 
ています。 ， 


ディスプレイ- 
〇 P .31) 


スピーカ 


〇 RG 目コネクタ-1 

〇 P .62) 

外部ディスプレイと接続 
して、パソコンの映像を外部 
ディスプレイに表示します。 


通風孔- ' 

ノ くソコン本体内部の熱をが部に逃げすため 
のちのです。ふさびないで<ださし、。 

H 口 mi HDMI 出力端子- 

〇 P . 己6、 62) 

HDMI ケーブルを接続して、パソコンの 
映像をテレビに表示します。 

夺 HDMI 端テモデルのみ 

品 LAN コネクタ- 

ADSL モデムなどを使うときに、 LAN ケーブル 
を接続します。 

『準備しよう3章 11- 田]- ■■ LAN ケーブル 
を接続する』を参照してください。 




P . 1己の r 電源スイッチ-ボタン」を 
確認してください。 

スピーカ 

一；！] FeNCa ポート（ご P .36) 

本 Fel に a ポート搭載モデルのみ 
FeNCa 対応力ードなどを使って 
操作することびでさます。 


システムインジケータ 

P .1 己の「システムイン 
ジケータ」を参照して 
<ださい。 


P .1 日の「拡大図」を参照してください。 

- M ExpressCard ス□ット 

く 〈パソコンで見るマニュアル:）を参照してください。 
ExpressCard をセットします。 

Rs 4 oo i.LINK (lEEEl 394) コネクタ 

《パソコンで見るマニュアル：）を参照してください。 
ビデオカメラなど、 i.LINK(IEEE1394) 対応機器を 
接続します。 

争 US 巨コネクタ *1 (ご P .54) 

USB 対応機器を接続します。 

eSATA 冷争 

eSATA コネクタ/ USB コネクタ*1(ご P .54) 

eSATA 対応機器や USB 対応機器を接続します。 
eSATA コネクタについては《パソコンで見るマニ:！ 
アル：）を参照して<ださし、。 


設定を行ラと、パソコン本体の電源が入っていない状態でを、 US 目コネクタから外部機器に電源を供給す 
ることがでさます。 







パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 各部の名称一外観図一 


mm 電源スイッチ • ボタン 

パソコンで DVD を見たり音楽を聴いたりするとさ、ボタンを使用すると簡単に操作することび 
でさます。 



I ボタンの操作方法 _ 

操作するボタンを、指で巧してください。巧したボタンに割り当てられている機能を実行しま 
す。ボタンに割り当て日れている機能は r 東芝ボタンサポート」で変更できます。詳しくは、 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：ボタン設定を変更する》を参照してください。 

I ボタン機能 


それぞれのボタンの機能は、《パソコンで見るマニュアル（検索）：ボタン操作一覧》を参照し 
てください。 

システムインジケータ 

システムインジケータは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているのか 
を知ることびでさます。 

♦1 の□目 □ 

^- ノ 



DC IN LED 

電源コード接続の巧態 

『準備しよう1章 □- 团-電源に関ずる表示』 

(!) 

Power LED 

電源の状態 

『準備しよう1章 □- 团-電源に関ずる表示』 

口 

Battery LED 

バッテ U の状態 mm P .69 


Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている P .2 已 

□ 

ブ U ツジメディア LED 

ブ U ッジメディアス□ットにアクセスしている 

固承 P .33 
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パソミ S 本操作養えよラ 




























广 


-(叩》ワイヤレスコミユニケーシヨンスイッチ 

(ご P.37、44) 

本無線 LAN モデルまたは FenCa ポート搭載モデル 
のみ 

無線 LAN 機能や FeNCa ポートのオン/オフを 
切り誓えるスイッチです。 


一^ボリュームダイヤル- 

《パソコンで見るマニュアル》を参照して 
ください。音量を調整します。 


f TIL j cyNiwMT 


リモコン受光窓一I 


*1」モコン付属モデルのみ 
《パソコンで見るマニュアル》を 
参照してください。 

U モコンか5の操作を感知する 
部分です。 


ブ U ツジメディアス□ツト」 

〇 P.32) 

SD メモ U カード、メモ U— スティツク、 
マルチ y ディアカード、 xD- ピクチャー 
カードなどをセツトします。 


每マイク入力端モ- 

《パソコンで見るマニュアル》を参照して 
ください。マイク□ホンを接続します。 


■つへッドホン出力端モ- 

/光デジタルオーディオ出力端モ 

《バソコンで見るマニュアル》を参照してください。 
へッドホンや M □コンポなどを接続します。 







































D 各部の名称一外観図一 


2 


背面図 


^—ボート- 

『アシストシ- 


卜』を参照してください。 


タッチパッド（ご P .19) - 

パッドの上を指でなぞって、パソコンを操作します。 


左ボタン（ご P .19) 

項目を選択します。 

ちボタン（ご P .19) 

方ニューを表示します。 


争 USB コネクタ*1(ご P . 已 4) 

US 目対応機器を接続します。 


ドライブ（ご P .26) - 

CD/DVD をセツトする装置です。 

. ttt . 電源〕ィ、クタ- 

『準備しよう ] 章 0- U 電源]-ドと AC アダプタを 
接続する』を参照してください。 



-•□ E セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュ U ティケーブルを 
接続でさます。 

セキュリティケーブルは、本製品に対応している 
ちのをご利用ください。詳し<は販売店などに 
確認してくださし、。 


*] 設定を行ラと、パソコン本体の電源が入っていない状態でを、 US 目コネクタから外部機器に電源を供給す 
ることがでをます。 


3 



COA ラベル- 

本製品の 0 S が正規の Windows であることを 
示すラベルです。 

はびしたりミちしたりしないで<ださい。 


◎ メモ U ス □ツ ト *2 〇 P .47) 

;<モリを増設する場所です。 


©’ 


I バツテリ.リリースラッチ 


〇 P .73) 

バッテ U パックをパソコン本体か5はずす 
ときに使うラッチです。 

バツテリパック（ご P .68) 



型番と製造番号 

ラベルに型番（機種名）と 
製造番号び記載されています。 


①口-、 バッテリ安全□ック〇 P .73) 

バッテ U パックびパソコン本体か5はずれない 
よラにするためのスイッチです。 


通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃がすにめのちのです。 
ふさがないで < ださい。 


*2 メモリス□ットの形がは、モデルによって異なります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 各部の名称 一外観 図一 


A 警告 


必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 

本製品付属 L ソ外の AC アダプタを使用すると電圧や （+) (—）の極1 
びあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

パソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず『準備しよう』に記載してある順番を 
守って接続すること 

順番を守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグび帯電し、感電または軽いケガをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コネクタじ(外の金属部分に触れないよ 
ラにしてください。 


A ま意 


•お手入れの前には、おずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 




機器への強い衝撃や外圧について 


あらかじめ、附録 D-u- 機器への強い衝撃やが圧について」をお認してください。 


□電源コードの仕様 

本製品に付属の電源コードは、曰本の規格にのみ準拠しています。 

使用できる電圧 （ AC ) は、 ]00 V です。 

必ず AC 1 00 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品を全法です。 

その他の地域で使巧する場合は、当該国-地域の法令-安全規格に適合した電源コードを購入 
してくださし、。 

□ AC アダプタの仕樣 

パソコン本体裏面の、型番び記載してあるラベルに DC 電源の仕様び記載されています。ラべ 
ルの r 定格電圧」 r 定格電流」と同じ数値び記載されている、付属の AC アダプタをご使用くだ 
さい。 
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パソミの基本操作養ぇょラ 



















電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしなび日 
パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ちボ 
タンびあります。 


タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 
ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 


タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - ■■■タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚え 


(画面) 
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Q ポインタを動かす/夕字キーを使う ータッチ)又、ソ ドとマウスとキーボードー 


U アイコンを選がずる 

アイコン、文字などを選択するには、ポインタを目的のアイコンや文字などの位置に合わせて、 
左ボタンを]回押します（クリック）。 

アイコンなどを選択すると、色び変わります。 

<クリックずる前> 

- i ピクチで 
^ ‘ルフオタ 



くクリックした後> 



vo ! r 役立つ操作集 


夕‘ブルク IJ ックする 

ダブルク U ックずると、ファイルを開いたりアプ U ケーシヨンを起動でさ、 2 回押す 
ます。 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押します。 



ちク U ックする 

ちク U ックすると、メニューび表示され、そこから行 
いたいことをク U ックして還択でさます。ポインタを 
目的の位置に合わせて、ちボタンを1回押しまず。 



康 

を‘ 


ビクチで 

9<{〇) 

ェクスプ□-ラ( X ) 

が SC )— 


切り巧 0( T ) 

コピ-の 

シ3-卜方 W [' Off 江 ( S ) 

似 

る巧企® S ( M ) 

プ □； 巧ィ ( R ) 


ドラッグアンドド□ップする 

ドラッグアンドド□ップをすると、アイコンやウインドウを移動したり、複 
数の文字やアイコンを選択したりでをます。ポインタを目的の位置に合わせ 
て、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチパッドを使ってポインタを動 
かしまず②（ドラッグ)。ポインタび目的の位置に移動したら、左ボタンか 
ら指をはなしまず③（ドロップ)。 


スク□ールする 

スク□ールとは画面を動かすことです。 

スクロールすると画面に表示しきれない部分を見ることびできます。 

タッチパッドのち辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスクロールします。 
タッチパッドの下辺に指を置いて左ちに動かすと、左ちにスクロールしまず。 



_y 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


§ 








































































且ポインタを動かす/夕字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボート 


K ■慣れてまたら 

慣れてさたら、左ボタンを使わなくてち、次のよラな基本的な操作びでさます。 


□ クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク U ックびできます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか日指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



タッチパッドの設定変更については、《パソコンで見るマニュアル（検索）：タッチパッドの設 
定》を参照してください。 


マウスのほいかた 


マウスはタッチパッドの左ボタン/ちボタンと同じ働きをします。 

モデルによっては、次の USB 対応の光学式マウスび付属しているちのびあります。 USB コネ 
クタに接続して使用してください。 

マウスは、 Windows のセットアップび終わったあとに接続してください。 

マウスの接続について「3章0 USB 対応機器を使う」 

封メモ 

• USB 対応のマウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定する 
ことびでさます。 

設定方法《パソコンで見るマニュアル（検索）：タッチバッドの設定》 


マウスを使ってポインタを動かしたり、クリック、ダブルク U ックなどをしてみましよう。 


□横スクロール機能付化学式マウス 

* 横スク□-ル機能付光学式マウス付属モデルのみ 




画面をスク□ールでさます。 





















































Q ポインタを動かす/夕字キーを使う ータッチ)又、ソ ドとマウスとキーボードー 
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A \ ま意 

、 

• マウス底面の光学式センサーのホい光を直接見ないこと 

目を痛めるおそれびあります。 


1マウスの持ちかた 

マウスを手のひらで包むよラに持ち、人さし指と中指を II 

各ボタンの上に置きます。 グ 

^ 人さし指、 \ 
中指をボタン） 

お入^ 17 こ置く ノ 

\ 

■マウスをラま<動かすポイント 

/ 


マウスを動かす場所びなくなったとさは、いったんマウスを持ち上げ、マウスを動かせる位置 


におします。 

•マウスパッドについて 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作しない場 
合びあります。 

• マウスの使用場所 

マウスは平らな場所で使用してください。 

また、ガラスなどの透明な素材、鏡や光ミ尺のあるビニールなどの光を反射する素材の上では 
使用しないでください。光学式センサーびラまく動作しない場合びあります。 


n ポインタを動かす 

滑日せるよラにしてマウスを上下左ちに動かします。ポインタびマウスの動さに合わせて動さ 
ふ;^ 〇 
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且ポインタを動かす/夕字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボート 


アイコンを選がする 


ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンを]回巧し 
ます（クリック）。 



役立つ操作集 


ダブルク U ックする 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押すことで 
す。 

ダブルク U ックするとをは、マウスび動かないよラに固定した状態で 
ボタンを押して < ださい。 



ちク U ックする 

ポインタを目的の位置に合わせて、ちボタンを1回押すことです。 



ドラッグアンドド□ップする 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンを押したまま、マウスを 
動かします①（ドラッグ)。 

ポインタび目的の位置に移動したら、ボタンから指をはなします③ 
(ド□ップ)。 




ぶ:^ メモマウスについて 


アプ U ケーシヨンによっては、ホイールを使ったスクロールに対応していない場合びあります。 
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パ本操作養えよラ 

/V f ^ f 






























Q ポインタを動かす/夕字キーを使う ータッチ)又、ソ ドとマウスとキーボードー 


ます。 文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の巧態に 
よって変わります。 


>□1丄 


左下- 






1 


や 



/ 

' 

f 


\ 

H 

OME 

1 


前面左- 


口丄 


ち下 


前面も 


キーボードを使った文字や記号の入力操作の詳細については、『アシストシート』、 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：キーボードの文字キーの使いかた》を参照してください。 


3 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。1 キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でさ 

9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びできる状態で1州の "1 キーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、蝴音（ルさい「や、ゅ、よ」）などび入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひらびなや記号び入力でさます。 

前面左 

ア□一状態のときに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面ち 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


—ホードの文をキーのほいかた 


亡 

圓 


圓 


お 

井 

A, 

る 

す 

中 

ホ 

〇で 

計 

め 

ち 

V 

-H 

T 

主 

空 

V 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 







































本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

USB 接続型や eSATA 接続型の八ードデイスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできま 
す。 



内蔵の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取り 
しているときは、 Disk 目に D び点灯します。 



USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは、 Disk 曰 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



3 I 八ードディスクドライブ 





パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブび1台内蔵されています。 
ドライブには次のマークび入っています。 


籍@皿 


DVD+ReWri ね ble 


* マークのに置や並び順は異なる場合びあります。 


DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *,、 DVD + RW 、 DVD + R * 己、 CD - RW 、 CD - R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

* 1本書では、 「 DVD - R 」 と記載してしぶ場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

* 2 本書では、 「 DVD + RJ と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+RDL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


1 


ほえるメディアを巧認しよ 



使用するメディアによっては、読み出しびできない場合びあります。 

〇:使用でさる 


X :使用でさない 



読み出し *1 

書 さ込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

0*3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD+R 

0*3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


* I 対応フォーマツトによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

* 2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込みち法により異なります。 

*3 メディアの状態や書き込みち法により、読み出しできない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記された 
データは読み出しでをません。 

使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録且メディアについて」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


パソミの基本操作養ぇょラ 
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□ CD や DVD を使ラードライブー 


ぶす メモ 書き込みできるアプリケーシヨン 


書を込みに使用でをる、本製品に添付のアプ U ケーシヨンはなのとおりです。 

- TOSHIBA Disc Creator 


『映像と音楽を楽しを 5 口才 U ジナル音楽 CD を作る』、 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： CD/DVD を作りたい》 

ユーリードディーフイディームービー ライタ フォー トウシ" 

- Ulead DVD MovieWriter for TOSHIBA 

『映像と音楽を楽しをう 0 映像を編集して DVD に残す』、 

「DVD M 肌 ieWriter 」 のヘルプ 

メディアにデータを書を込むとを、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 


2 


CD / DVD をほうとき（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 




CD / DVD の操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - 匪 ■ CD / DVD につし)て」、「付録日-田使える巳 D を確認しよう」、 
「付録已-图使える DVD を確認しよう」をお認してください。 


ぶすメモ jfe ットする前に確認しよう 


‘傷ついたりミちれのひどい CD/DVD の場合は、拝入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合もあります。ミちれをふさとってから再生し 
て < ださい。 

‘ CD/DVD の特性や CD/DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合をあります。 

‘ CD/DV □の種類によっては、取り出ずとさ Windows Vista び自動的にセッションを閉じてしまう場 
合びあります。このとを、 ffi 認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD/DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン(〇)-[コンピュータ]をクリックする 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をクリックする 
ドライブのプロパティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [0 K ] ボタンをク U ックする 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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d CD や DVD を使ラ ードラィブー 


I ドライブに関する表示 _ 

パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイ LED び点灯し 
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パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
少し出てきます（数秒かかることびあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上か5押さえてセットする 



r カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 









□ CD や DVD を使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 
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CD / DVD をほい終わったとま（取り出し） 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいときは、中央凸部をかし巧してください。簡単に取り出 
せるよラになります。 


V 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 























d CD や DVD を使ラ ードラィブー 
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r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



本 I CD / DVD び出てこない場合 _ 

挺電源を切っているとき、または休止巧態のときは、イジエクトボタンを巧しても CD/DVD は 
を 出てきません。電源を入れてか日イジエクトボタンを巧し、 CD/DVD を取り出してください。 
え 次の場合は、電源び入っていても、イジエクトボタンを巧したあとすぐに CD/DVD は出てきま 
琴せん。 

• 電源を入れた直後 
;•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
•スリープ状態のとさ 

上記じ(外で CD/DVD び出てこない場合は、次のよラに操作してください。 

参 Windows 動作中の場合 

CD/DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて終了してか日、イジエクトボタンを巧 
してくださし、。 

♦パソコン本体の電源が入らない場合 

※購入したモデルによってイジェクトボタン、イジェクトホール、ディスクトレイ LED の位 
置は異なります。 



電源び入らない場合は、イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたち 
のなど）で巧してください。 

CD / DVD が取り出せない場合 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：イジェクトボタンを押してち CD / DVD が出てこない》 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （13 日日 X 7 日8ドットまたは 1280 X 800 
ドット）を内蔵しています。 

ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 


~T 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでさ 
9 〇 

□ 輝度の調整方法 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

臣を]+圧司：@キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 



5 



面旧を見やず<調壁ずる 

ディスプレイー 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品では次のメディアカードをブ u ッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 

• SD メモ U 力ード（著作権保護技術対応） •メモリースティック 

• SDHC メモ U 力ード（著作権保護技術対応） •メモ U - スティック PRO 

•マルチメディアカード • xD - ピクチャーカード 

なのメディアカードは、市販のアダプタを装着すると、本製品のブ U ッジメディアス□ットで 
ち使用でさます。必ずアダプタを装着した状態でご使用ください。 

• min 旧 D メモ U 力ード （ min 旧 D メモリカード用のアダプタを使用） 

• microSD メモ U 力ード （ SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 力ード用のアダプタを使用) 

• メモ U - スティック PRO Duo (メモ U - スティックデュオアダプタを使用） 

* メモ1」ースティック PRO Du □対応モデルのみ 

アダプタの装着や使巧方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 

例： microSD メモ U 力ードの場合 

夺 r! I 


それぞれのメディアカードで使用できる容量については [dynabook * * * * (お使いの機種 
名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U カードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 



■eh 


いろいろなタディアカードをほ3 

ブ IJ ツジメディアス□ツトー 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


32 



B いろいろなメディアカードを使う- プリッジメディァス□ッ ト- 


1 


メディアカードをほラ前 I 





メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、附録 0- 团メディアカードを使う前に」をお語してください。 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDH 巳メモ U 力ードは、再フォーマットをするときに r 東芝 SD メモ U 力一 
ドフォーマット」 も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、《パソコンで見るマニュアル（検索 ）： SD 
力ード/ SDHC 力ードのフオーマット》をご覧ください。 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 


ブリッジメディアス□ットに関する表示 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ッジメディアス□ットに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているとさは、ブ U ツジメディア □ LED び点灯します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録メディアカードの操作にあたって」をお認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 









































いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


七ットずる 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



SD メモI」力ード メモリースティック xD- ピクチャーカード マルチメディアカード 

SDHC メモ U 力ード メモ U- スティック PRO 


D 七ットしたメディアカードの内客を見る 

著作権保護*'を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見 
ることびでさます。 

*1 SD メモ U 力ード、メモ U - スティックの場合 

[スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

L ソ下の名称は表示の一例です。モデルによって、異なる名称び表示される場合びあ 


ります。 

SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
メモ I 」ースティック 
メモ I 」ースティック PRO 
xD - ピクチャーカード 


セキュ U ティで保護された記録域デノ（イス、 SD/MMC 
セキュ U ティで保護された記録域デバイス、 SD/MMC 
MemoryStick 

U ムーバブルディスク 、 MemoryStick Pro、MemoryStick 
U ムーノロ'ルディスク、 XD 円 ctu 旧力ード 、 XD Card、xD 


マルチメディアカード： U ムーバブルディスク、 MMC 力ード、 MMCCard 、 MM 巳、 


SD/MMC 


セツトしたメディアの内容び表示されます。 


读示例） 
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パソミの基本操作養ぇょラ 



























いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディアス□ット - 


MMC(X:) 


回ピクチでに対しては為に巧の動作を巧ラ： 
ピクチでのオプション 


巧 


画巧の巧りをみ 
-Windows ほ用 

画をのま示 
-Windows げ用 

画巧のまを 

-Windows Media Gent がほ用 


全おのオプション 


( 號 ル 棟示 


コント □- 儿 ■ パネんで巨巧ち年で E?? マ t ;-?.. ず了 


(表示例） 


匪遅取り出す 

メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

② メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [ををに取りがす]をクリックする ② 


多 


SD/MMC (G:) 


西く ( 〇 ) 


ェクスフ□-ラ(X) 

臣動ち生を巧くけ)… 

純 (H)— 

ボータスレデバイスとして巧く 
つォーマ、 y 卜 fA)... 


ち全に巧0みす (S) 


切り巧 0(T) 

つピーに） 

シヨー ト カジ トの巧巧 (S) 
を前の変を (M) 
プロパティが） 


-① 


-② 


读示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージび表示されます。 


メディアカードを押す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 


ぶ巧メモ 


• メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットずると、自動的に内容び表ホされたり、 
メディアカードに対する操作を逞択する画面び表示される場合びありまず。逞択画面び表示されたと 
きは、[フォルダを開いてファイルを表示]を還択してください。 


巨動覃生 


T ご L 占 ) 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


5 

3 





































FeHCa ポートをほう 


* FeNCa ポート搭載モデルのみ 

本製品には、 「 Fel に a ポーりび内蔵されています。 

FFeliCaJ に対応している力ードや携帯電話をパソコン本体の Fel に a ポートにかざすことで、「か 
ざしてナビ」などの 「 Fel に a ポーり対応アプ U ケーシヨンを使用することびできます。 



I FeliCa について 


「 Fel に a 」 は電モマネーや交通機関のプ U ペイドカードなどで使われている、非接触にカード 
技術方式のひとつです。 「 Fel に a 」 に対応しているカードを読取装置にかざすことで、お店の 
支払いや改ホし機を通過することびでさます。 

カードの種類によって利用でさるサービスび異なります。 

本書では、 「 Fel に a 」 に対応している力ードを 「 Fel に a 巧応力ード」、携帯電話を 「 Fel に a 対応 
携帯電話」と呼びます。特に説明びない場合は、本文中にでてくる 「 Fel に a 対応カード」に 
Fel に a 対応携帯電話の説明ち含まれています。 


メモ 


Fel に日プラットフォームマーク（在])は、本製品び Fel に a を利用したマルチアプリケーシヨンプ 
ラットフォームに対応していることを表しています。 


パソミの基本操作養ぇょラ 
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Q FeNCa ポートを使う 



ワイヤレスコ S ュニケ 



1 - 

1 〔 


1\ 


1 け ■ - 〇 Ui 

full III 1111 III 


ーワイヤレスコミュニケーシヨン 
スイッチ 


ーシヨン（ザ） LED び点灯します。 


37 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側にス 
ライドする 


Off 





叫 1 _ 


ワイヤレス 

コ S ュニケーシヨン LED 


•む臓ぺースメーカー装着部位か520センチじ(上離して使用すること 
Fel に a ポートか日の通信により、ぺースメーカーの作動に影響を与える場合びあります。 
• パソコン本体を飛行機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合びあります。 

ワイヤレスコ S ュニケーシヨンスイッチをオフにすると FenCa ポートのポー I 」ングちオフ 
になります。 

ポー U ングについて「付録 Q - H - ポー U ングについて」 


1 


FeliCa 巧応力ードをかざす 


A 警告 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


















































Q FeNCa ポートを使う 


Fel に a 対応力ードまたは Fel に a 対応携帯電話を Fel に a ポートにかざす 

【 FeNCa 巧応力ード】 



力ードを横向きに持ち、力ードの中むを Fel に a ポート（。）にあわせるよラにし 
てください。 

【 FeNCa 対応携帯電話】 



携帯電話の Fel に a のマークを Fel に a ポート（。）にあわせるよラにしてください。 

Fel に a 対応力ードまたは FenCa 対応携帯電話をかざすと、「かざしてナビ」び起動し 
ます。 

かざしてナビについて「本節巧]力ードをかざしてアプ1」ケーシヨンを使5」 

ぶす y モ FeNCa 対応カードのかざしかた 

• Fel に日対応カードは、必ず1枚ずつ使用してください。複数枚のカードを同時にかざすと、正しく読み 
取ることびでをません。 

• Fel に a 巧応力ードび Fel に a ポートからはみ出す、または傾けてかざすと、正しく認識できないことび 
あります。また、かざした Fel に a 巧応力ードび認識されにくい場合は、 Fel に a 巧応力ードを直接 
Fel に日ポートに置いてください。 

• FeHCa 巧応力ードをかざしても、「かざしてナビ」び起動しない場合や、 「 Fel に a ポート」対応アプ U 
ケーシヨンび反応しない場合は、 r 付録 D -** FenCa ポートについて」を ffi 認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


が 





























































Q FeNCa ポートを使う 


[カードをかざしてアプリケーションを使5 


本製品の 「 FenCa ポート」対応アプ U ケーシヨンは、「かざしてナビ」から起動することびで 
さます。 


I かざしてナビについて _ 

r かざしてナビ」は、 「 Fenca ポート」対応アプ U ケーシヨンを簡単に起動できるようにメニユ ー 
にまとめたちのです。 Fenca 対応カードや Fenca 対応携帯電話を、 Fel に a ポートにかざすこと 
で起動でさます。 


r かざしてナビ」には、 「 FenCa 」 を利用して実行する、さまざまな機能を持ったアプリケー 
シヨンび用意されています。 

使用したいアプ U ケーシヨンのボタンをク U ックすると、起動します。 


交通機関 ：交通機関び発行している Fel に a 巧応力ードの残高と利用履歴を確認でき 

ます。 


ショッピング ：「電子マネー」の残高確認やチャージ、専用サイトへのアクセスなどの 

サービスを受けることびでさます。 

エンターテイメント： Fel に a 対応携帯電話をかざすと、携帯電話で購入した動画をパソコンに 
表示して見ることびできます。 

PC ユーティリテイ： Fel に a 巧応力ードでパソコンに□グオンするアプ U ケーシヨンや、入力 
を簡単にするアプ U ケーシヨンなどびあります。 
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詳しくは、「かざしてナビ」および各アプ U ケーシヨンのヘルプを確認してください。 


ぶ巧メモ 「 FeNCa ポート」対応アプリケーシヨンについて 

•「かざしてナビ」を巧めて起動したとさは、[使用許諾契約のお認]画面び表示されまずので、内容を 
お認し、[同意ずる]ボタンをクリックします。続いて、ユーヴ登録をおすすめする画面び表示されま 
す。このち法でユーヴ登録を行ラには、インターネットに接続でをる環境とメールび受信でさる環境 
び必要です。ユーヴ登録を行ラ場合は、[登録へ]ボタンをク1」ックし、画面の指示に従ってユーヴ登 
録を行ってください。あとでユーヴ登録を行う場合は、[閉じる]ボタンをクリックしてください。 

•「かざしてナビ」にある「ショッピング」のアプ U ケーションは、インターネットに接続しないと、 
一部の機能を除いて使用できません。 

•「かざしてナビ」にある「エンターテイメント」の 「NFRM」 を利用するには、 「NFRMPCViewer」 

のセットアップび必要です。インターネットに接続する準備をしてから、 [NFRM] をクリックし、表 
示されるメッセージにしたびって操作してください。 

• 本製品のアプ U ケーションで利用できる Fel に a 巧応力ードおよび Fel に a 対応携帯電話については、各 
アプ U ケーションのヘルプ、または ht1;p://www.justsystems.com/jp/atl げ e/kazasu/ca「d/ を巧認 
してください。 

Fel に a 対応携帯電話の場合は、本製品のアプ U ケーションに対応しているサービスを携帯電話にダウ 
ン□ー ドすると使用することびできます。詳しくは 『Fel に a 対応携帯電話の取扱説明書』をお語して 
<ださい。 

• 「かざしてナビ」および 「Fel に a ポート」対応アプ U ケーションは、[スタート]ボタン（@)一 
[すべてのプ□グラム] 一 [FenCa ポート]から選択して起動することわできます。 

•「FenCa ポート」対応アプ U ケーションのお問い合わせ先は、「7章〇-区]アプ U ケーションのお問 
い合わせ先」を参照して<ださい。 
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国ネツトワークの世界へ 


本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

ブ□-ドバンドでインターネットに接続する方法や、ほかのパソコン 
と通信する方法について紹介します。 


1家庭内ネットワークで広がる世界 . 42 







家庭巧ネットワークで応がる世巧 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいとさや、 
インターネットに接続したいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを持ってい 
る場合など、家庭内に複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、『準備しよう3章〇-田ブ□-ドバンド 
で接続する』を参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内 
であればあらゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）などを使用することによって、ワイヤレ 
スでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンタなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳 
しい設定については、[スタート]ボタン（恒 >) 一[ヘルプとヴポート]をク U ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 


ネットつ—夕の世界へ 
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I ■家庭内ネットワークで広がる世巧 


ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 
また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 


2 


ワイヤレス（無線） LAN をほう 


* 巧線 LAN モデルのみ 


■■無線 LAN モジユールのお認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

Q 通知領域のに onfigFree] アイコン（含）をクリックする 


昏 


表示されたメニューか5 [ワイヤレスネットワーク接続]一[プ□パ 
ティ]をクリックする 

[接続の方法：]でアダプタ名を確認する 

アダプタ名び示すモジュールは、次のよラになります。 

• rintel ( R ) Wireless Wi-Fi Link 5100 J の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /W 已 3 /VV 已己)、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 邑 33 ぶび 
IEEE 802.1 In drafts .□に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel 
a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

• fAtheros AR 9 吕81 Wireless Network Adapted の場合 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1 ]n d 「 aft 2'0 に対応したモジュー 
ルです。このモジュールを 、 FAtheros b / g / n モジュール」と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録 0- M 無線 LAN の概要」 

と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

U 巧線 LAN を使ってみよう 


A 警告 


パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 



ネットワ—クの世界へ 
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I ■家庭内ネットワークで広がる世界 



LU 降の無線の設定方法には、巧の3種類びあります。 

詳細については、それぞれの参照先を確認してください。 

• 「無線 LAN 日くらく設定」を使ラ 
『スタートアップガイド』 

•「 Confi 旨 Free 」 を使ラ 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：ネットワーク設定に便利な操作》 

• Windows 標準機能を使う 

《バソコンで見るマニュアル（検熱：無線 LAN でネットワークに接続する》 

E ConflgFree 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側にス 
ライドする 


Off 

— 







ワイヤレス 

コ S ュニケーシヨン LED 


* 本製品に用意されている 「 Confi 目 Free 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 

Cmfi 巨 Free の設定方法《バソコンで見るマニュアル娘熱：ネットワーク設定に便利な操作〉〉 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D - K ■無線 LAN について」を確認してください。 
セキュ U ティに関してのを意事項や使用上のを意事項を説明しています。 
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■ 旧巧傑 S 巧巧つで傑巧を拓けよ 3 


パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の取り付けかたや各種設 
定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 46 

2 メモリを増設する . 47 

3 USB 対応機器を使う . 已4 

4パソコンの画面をテレビに映す 

-テレビの接続一 . 已巨 

已パソコンの画面を外部ディスプレイに映す 

-夕1■部ディスプレイの接続一 . 62 











本製品で使用でさるおちな周辺機器は、巧のとおりです。 

• メモリ • USB 対応機器 •テレビ •外部ディスプレイ 

r 本章口」な降 

ほかにも、次の周辺機器び使用できます。 

•し LINK ( IEEE 1394) 対応機器（デジタルビデオカメラなど） 

• eSATA 対応機器 •マイク□ホン •ヘッドホン 

• ExpressCard 

•光デジタル対応機器 （ MD レコーダ、 MD コンポ、 AV アンプなど） 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： LLINK 対応機器の 接続》 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： eSATA 対応機器を使 ラ》 
《バソコンで見るマニュアル（検索）：マイク□ホンを使 5》 
《バソコンで見るマニュアル（検索）：へッドホンを使 ラ》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：光デジタル対応機器を使う》 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： ExpressCard を使ラ》 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモI」 


ルツテ U 


■外付けち式のちの 

本製品のインタフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのお状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカに確認してください。 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 D-D 周辺機器について」を確認してください。 



周巧機巧をほ3巧に 


広げよラ 


周辺機器を使って 
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タモリを t 自設ずる 


メモ U ス□ットに増設メモ U を取り付けることびでさます。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付け 日れ ているメモ I 」 の容量び異なります。 
取り付け 日れ ているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け換えたり、メモ U び取り 
付け 日れ ていないス□ットに増設メモ U (東芝製オプション）を取り付けることびできます。 
増設メモ U は、 2 GB 、] GB の2タイプびあります。 

取り付けることのできるメモ U の容量については、別紙の [dynabook **** (お使いの機 
種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

取り付けることのできるメモ U の容量は、各ス□ット最大 2 GB (合計 4 GB ) までです。ただ 
し、 0 S び使用可能な領域は最大 3 GB になります。 

モデルによっては、すでに最大容量のメモ U び取り付けられている場合びあります。その場合 
は、増設でさません。 

増設メモ U の取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い巧めの販売店などにご相談く 
ださい。 


A 警告 


• 本夕中で説明されている部分じ(かは絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ミま意 


•ステープル、ク U ップなどの 金属 や、コーヒーなどの液体を 機器 内部に入れないこと 

乂災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

•増設メモ IJ の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグを抜き、 
バッテ U パックを取りはずしてか 5 作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後に増設メモ IJ の取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後3□分し U 上 たってか 
日行ってください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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H メモ U を増設する 


メモリの増設の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D-ra- メモ U の増設の操作にあたって」を確認してください。 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それじ(外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 


ぶずメモ_デュアルチヤネルについて 



周 

边 

機 

器 

を 

使 


て 



を 

広 

げ 

ぶ 
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• デュアルチャネルで動作すると、2枚のメモ1」に効率よくアクセスでさます。 

デュアルチャネルで動作させるためには、ご購入のモデルによって取り付けるメモリの仕様び異なり 
ます。取り付けるメモ U の仕様については、別紙の rdynabook **** (お使いの機種名）シ U- 
ズをお使いのかたへ』をお認してください。 


■■メモリを取り付ける 

あらかじめ取り付け日れているメモ U を交換したい場合は、先にメモ U の取りはずしを行って 
ください。 

「本節メモ U を取りはずす」 

I 1 6 . 0 型液晶モデルの場合 _ 

V データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 回電源を切る』 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 


f ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリバックの取りはずし「4章 11- 团バッテ U バックを交換ずる」 



メモリカバーのネジ1本をゆるめ①、カバーをはずす③ 




メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 
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且メモリを増設する 


増設メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固定するま 
で増設メモリを倒す② 



ス□ット A 
ス□ット B 


増設メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差 
し込かます。 

このとさ、増設メモ U の両端（切れ込みび入っている部分）を持って差し込むよラに 
してください。 

3 メモリカバーをつけて ①、 手順【 I でゆるめたネジ 1 本をとめる ③ 



メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテ U パックの取り付け「4章 11 - 团バッテリバックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 

メモ U 容量の確認について「本節 mm メモ U 容量を確認ずる」 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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且メモリを増設する 


1 5.4 型液晶モデルの場合 


データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 因電源を切る』 

P パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリバックの取りはずし「4章 11- 团バッテ U バックを交換ずる」 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ ①、 カバーをはずす⑨ 



メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 

増設メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固定するま 
で増設メモリを倒す② 


ス□ット B 



ス□ット A 


増設メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差 
し込がます。 

このとさ、増設メモ U の両端（切れ込みび入っている部分）を持って差し込むよラに 
してください。 


周辺機雲使ミ靈を度ぶラ 
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且メモリを増設する 


3 メモリカバーをつけて①、手順〇でゆるめたネジ1本をとめる② 



メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

パ'ッテ U バックの取り付け「4章 11 - 团バッテリバックを交換する J 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 

メモ U 容量の確認について「本節 mm メモ U 容量を確認ずる」 


D メモリを取りはずず 

11 6.0 型液晶モデルの場合 


データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよラ1章 0- 居]電源を切る』 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテ U パックの取りはずし「4章 D - S バッテ U バックを交換する」 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

メモ U ス□ットの内部に異物び入らないよラにしてください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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且メモリを増設する 


増設メモリを固定している左ちのフックを開き①、増設メモリをパソコ 
ン本体か5取りはずす② 



斜めに持ち 上 びった増設メモ U を引さ巧さます。 

B メモリカバーをつけて、手順 【I でゆるめたネジ1本をとめる 

メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテリバックの取り付け「4 章 D-S バッテ U バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ I 」容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 


1 5.4 型液晶モデルの場合 


V 


データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 回電源を切る』 


E パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリバックの取りはずし「4 章 11- 团 バッテ U バックを交換ずる」 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 


周辺機雲使ミ靈を度ぶラ 
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且メモリを増設する 


増設メモリを固定している左ちのフックを開き①、増設メモリをパソコ 
ン本体か5取りはずす② 


をと 這 












誦—り^\ 



斜めに持ち上びった増設メモ U を引さあさます。 

3 メモリカバーをつけて、手順 D でゆるめたネジ1本をとめる 

メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテ U パックの取り付け「4章 11 - 巧]バッテリバックを交換ずる」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 

MM メモリ容量を巧認ずる 

メモ U 容量は r 東芝 PC 診断ツール」で確認することびできます。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーティリテイ] 一 [PC 診断ツール]をクリックする 


[基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認する 
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USB が応機巧をほ 3 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバの有無をチェックし、自動的にイン 
ス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のようなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ U ンタ 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ U など 

本製品の USB コネクタには USB 2 .□対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


A ま意 


USB コネクタに 金属製 品び接触しないようにすること 

金属製のヘアピンやク U ップなどび USB コネクタに触れると発熱の原因となります。特 
にパソコン本体をかばんなどに入れて持ち運ぶときには、金属製品と接触しないようにし 
てください。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D — 


US 目対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■ USB の常時給電 


(未）アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の巧態（ス U - プ 
状態、休止状態、シャットダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスパワー ( DC 已 V )を 
供給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤなどの外部機器の 
使用および充電びでさます。 

* US 日ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するものではありません。 




USB の常時給電について 


あらかじめ、「付録 D- 


USB の常時給電について」を確認してください。 


周養雲使ミ靈を度よラ 
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B USB 対応機器を使う 


■■取り付け 

I リ3已ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

この手順び必要なし遞器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

口 US 己ケープルのもう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
■ し込む' 

I プラグの向さを確認して差し込んでください。 



* 奥側の USB コネクタは、 eSATA コネクタを兼ねています。 



取りはずし 


USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [A— ドウエアのま全な取り外し]アイコン（〇)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン（〇)び表おされない USB 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



百 


② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずす US 己対応機器）をを全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示された日、 [0K] ボタンをクリックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 
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パソコンの面旧をテレビに映ず 

-テレビの接続一 


本製品の;欠のコネクタとテレビをケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスク 
トップ画面を表示させることびできます。 

エイチデイーエムアイ 

• HDMI 出力端モ 

* HDMI 端モモデルのみ 

HDMI 出力端子は、音声ちテレビに出力することびできます。 

■パソコン上で再生中の DVD を、テレビに表示する 

「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご 
家庭のテレビにち表示させることびできます。 

「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 について『映像と音楽を楽しもう〇 DVD の映画や映像を見る』 


パソコン本体と、テレビを接続する 

体節田]バソコンに接続する」 


パソコンの画面をテレビに表示する設定を 
ずる 

「本節巧]表示を切り替える」 






テレビ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra- テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 


メモ 


本製品の HDMI 出力端子にはテレビの代わりに、 DVI 端子のある外部ディスプレイを接続して表示ずる 
ことをできます。市販のケーブルを使用して接続してください。詳しくは、「本章0パソコンの画面 
をが部ディスプレイに映す」を参照してください。 



周边機器を使って機能を広げよラ 











































O パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の取扱説明書』ちあわせて確認してください。 

HDMI 入力端テびあるテレビを接続でさます。 

接続する HDMI ケーブルは、市販のちのを使用してください。 

封メモ 

• HDMI 出力端子のテレビへの出力お式を設定するち法は、「本節居]表示を切り替える」を参照して 
<ださい。 

• RG 目コネクタを備えたテレビへは、外部ディスプレイのように RGB ケーブルを使って表示ずることも 
できます。詳しくは、『テレビに付属の取扱説明書』と、「本章0パソコンの画面を外部ディスプレ 
イに映す」を参照してください。 


パソコンに接続する 



B HDMI ケーブルのをう一方のプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し 
込む 


幻メモ 

♦ HDMI ケーブルは、 HDMI □づ（I■■口 mi) の表示があるケーブルをご使用ください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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O パソコンの画面をテレビに映す -テレビの 接続- 


囚 


表巧を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


I 本体液晶デイスプレイとテレビの同時表示 
クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 




掘長表示* 

2つの表示装置を1つの大さなデ 
スクトツプ画面として使用け広張 
表江〇します。 

* 化張表おは、 「Extended Desktop] 
と表示されることびあります。 




テレビに表示するには;欠の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 

公メモ 

• 表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

• テレビに表おする場合は、] 024X768 ドットけ下の解像度でご覧ください。 

表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 
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0 パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


i ■方法1-コントロールパネルで設定ずる 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□—ルパネル]をクリックする 
Q [匿]その他のオプション]をクリックする 

[回 Intel (R) GMA Driver for Mobile] をクリックする 


[ディスプレイデバイス]で表示装置を設定する 

「設定方法」に進んで < ださい。 


ィけレバ"ィス 競レ心一 



スキームオブシ3ン ] E デオ設ま 


读示例） 


□ 設定方ま 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① 凰作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [ディスプレイの選択]の [1 プライマリデバイス]で次の項目を選択ずる 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[ノー トブック] 

-テレビに表示する場合：[デジタルテレ凸 

③ [適巧]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して [0 のボタンをク U ックしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

① [動作モード]で;欠のいずれかを選択する 

- [ Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.ク□-ン]:ク□-ン表示 
-け広張デスクトップ]:拡張表示 

② [ディスプレイの選択]の [1 プライマリデバイス]と[吕セカンダリデバイス] 
を設定ずる 

[ノートブック]は r 本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は「テレビ」を 
术しよ9 〇 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認してののボタンをク U ックしてください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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tl パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


@キーを巧したまま店 5 J キーを巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表示装置を選択する画 
面び表示されます。 



:画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示 
した場合の力ードです。 


® 猫 ® 感曾 ®® 爲 ® 

* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切替え可能なバターンのみ表示されます。 

上のカードは現在の表示装置を、下のアイコンは切替え可能なパターンを示しています。 

@キーを巧したまま圧引キーを巧すたびに、大きなアイコンび移動します。表示する装置び大 
さなアイコンに変わったところで、@キーをはなすと表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左から;欠の意味を表しています。 

• LCD. 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン 

表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD + HDMI. 本体液晶ディスプレイとテレビにク□-ン表示 

• HDMI . テレビだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• HDMI+CRT . テレビと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• LCD+CRT Extended Desktop ....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにデュアル 

ビューけ広張）表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 

• LCD+HDMI Extended Desktop...... 本体液晶ディスプレイとテレビにデュアルビューり広 

張）表术 

本体液晶デイスプレイびプライマ U モニタになります。 


^9方法2 -画+回キーを使う 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） LU 外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+阿 
キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

表お装置に何ち表おされず、選択する画面び表おされているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードから指をはなしてから、1円\/] +作司キーを3秒じ(上巧し続けてください。 


表示装置を選がする 


周边機器を使って機能を広げよラ 






























0 パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


• HDMI+CRT Extended Desktop ....テレヒと外部ディスプレイにデュアルヒュー（拡張） 

表示 

テレビがプライマリモニタになります。 

幻メモ 

•表示装置をテレビに切り替えるとさは、「ち法1」で使用するディスプレイを正しく設定してください。 

□ 化お表示でプライマリモニタを切り替える方ミ去 

現在の表示装置び拡張に xtended Desktop) 表示に設定されている場合、プライマ U モニタ、 
セカンダ U モニタを切り替えるアイコン （(§§>) び表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とテレビに表示した場合の 
カードです。 




读示例） 


因 yj キーを巧したままキーを数回巧しなおし、プライマI」モニタ、セカンダI」モニタを切 
り替えるアイコンび大さい状態で、@キーをはなすと、表示装置び切り替わります。 


团 

U 


パソコンか6取りはずす 


パソコン本体とテレビに差し込んであるケーブルを巧く 


■アプリケーションの利用に関するを意事項 

「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを 
起動する前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでさません。 

封メモ 

• HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを巧いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は已秒!;!上間隔を空けてください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


6 

















5 


パソコンの面面をか部デイスプレイに映ず 

-か部ディスプレイの接続一 


本製品の;欠のコネクタと外部ディスプレイをケーブルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることびできます。 


アールジービー 


• RGB コネクタ 


• HDMI 出力端モ 


* HDMI 端モモデルのみ 



を ■接続の前に 

[■f 外部ディスプレイを接続するとさは、『外部ディスプレイに付属の取扱説明書』ちあわせて確認 
ぶ してくださし、。 


J • RG 己コネクタで接続ずる場合 

RGB 入力端テびある外部ディスプレイを接続できます。 


• HDMI 出力端子で接続する場合 

D VI端テびある外部ディスプレイを接続でさます。 

市販の HDMI トー DVI 変換ケーブルをご使用ください。 

DVI 端テに接続した場合、音声を出力することはでさません。 


爲メモ 

• 接続するケーブルは、市販のちのを使用してください。 

• 使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度に合ったが部ディスプレイを接続してください。 
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0 パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


E ■パソコンに接続する 

RGB コネクタに接続する 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

か部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 

本製品の RGB コネクタには固定用のネジ巧はありませんび、プラグに固定用のネジび 
付いているタイプの外部ディスプレイケーブルち使用でさます。 



Q が部ディスプレイの電源を入れる 
Q パソコン本体の電源を入れる 

上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的に外部ディスプレイを認識します。 

I HDMI 出力端子に接続する _ 

* HDMI 端子モデルのみ 

n HDMI 7—フルのフ5ヴ sit ソ D ン本な© HDMI 出月 SI 7 に g し迈 C 

HDMI ケーブルのもう一方のプラグをか部ディスプレイの DVI 端子に 
差し込む 

尚メモ _ 



HDMI ケースレは 、 HDMinzf (I 


II) の表示びあるケーブルをご使用ください。 
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0 パソコンの画面を夕 i ■部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


a パソコンか6取りはずず 
RGB コネクタか6取りはずす 


外部ディスプレイとノ（ソコン本体の電源を切った状態で取りはずしてください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- 回電源を切る』 

Q が部ディスプレイの電源を切る 
0 RG 己コネクタからケーブルを巧く 


HDMI 出力端子か6取りはずす 


Q HDMI 出力端子か5ケーブルを巧く 
公イモ 


HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は已砂 L ソ上間隔を空けて<ださい。 


匪遅表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には;欠の表示方法びあります。 

• 外部ディスプレイだけに表示する 

•外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 
-ク□—ン表示 
■ 拡張表术 

• 本体液晶ディスプレイだけに表おする 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章 □- 因表示を切り曾える」 

r 電源オプション」で表示自動停止機能を設定して外部ディスプレイの表示び消えた場合、キー 
あるいはタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、ス U- プに設定してある場合は、 
電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで]0秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 

I 切替え方法 


表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の「方法1」や「方法2」を参考にして< 
ださい。「方法1」を参考にする場合は、[ディスプレイデバイス]タブで [P 巳モニタ]を選択 
してくださし、。 

表示方法について「本章 □- 因表示を切り曾える」 


周養雲使ミ靈を度よラ 















0 パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


^: 


が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った 
色数/解像度で表示されます。 

本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをク□ーン表示またはお張表示に設定ずる際に、外部ディ 
スプレイにノイズび発生した場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、 U フレッシュレートを下げ 
てご使用ください。 

設定は、ク□-ン表ホまたはお張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をクリックし、表示され 
る画面で行います。 


mM 表示について 

外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されなし觸合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 













■ パッテリ駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事な巧在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでをます。 

ここでは、巧電や巧電量の確認など、バッテリを使用するにあたって 
の取り扱い方法について説明しています。 


1バツテリについて 
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么を険 

• バッテ u パックは、必ず本製品に付属の製品を使用すること 

寿命などで交換する場合は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U- ズを 
お使いのかたへ』に記載されている、指定の東芝製バッテ U をお買い巧めください。指定 
LU 外の製品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため発熱、発火、破裂のおそ 
れびあります。 

•バッテ U パックは指定充電方法じ(夕りこて充電しないこと 

必ず付属の AC アダプタを使用し、付属の取扱説明書に記述されている指定方法で充電し 
てください。指定 LU 外の充電方法で充電すると、発熱、発乂、破裂することびあります。 

•パ'ッテ U パックを分解-改造しないこと 

分解•改造すると、発熱、発火、破裂の原因となります。指定 L ソ外の製品や、分解•改造 
したちのは、安全性や製品に関する保証はでさません。 

•パ'ッテ U パックを火中に投下ずる、火気に近づける、加熱する、あるいは高温状態で放置 
しなし)こと 

火中に巧下したり、火気に近づけたり、加熱（電モレンジなどを含む）したり、あるいは 
高温状態で放置したりすると、発熱、発火、破裂することびあります。 

•パ'ッテ U パックを落下させる、ぶつける、巧のとびったちので力を加える、強い圧力を加 
えるといった衝撃を与えないこと 

ノ（ソコンに装着した状態や単体での落下などの衝撃によるノ（ッテ U パック内の電池や回路 
基板の損傷によって、発熱、発义、破裂することびあります。バッテ U パックに衝撃を与 
えた場合（本体に装着した状態で落下した場合などち含む)、あるいは外観に明らかな変 
おや破損び見られる場合には、使用をやめてください。 

•パ'ッテ U パックに変形、変色、割れ、ヒビ、サビ、液漏れなどのが観の異常、あるいは異 
臭、発熱などの異常びある場合には使用しないこと 

そのまま使用すると、発熱、発乂、破裂のおそれびあります。点検'修理をお買い巧めの 
販売店またはお近くの保守サービスに依頼してください。 

•パ'ッテ IJ パックの金属端子のシヨート（短絡）やか、コーヒー、ジュースなどの液体で濡 
5さないこと 



パッテ y にごいて 



パソコンは、バッテ U パックを取り付けた状態で使用してください。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品をネ刃めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

バッテ U パックを指定する方法•環境 LU 外の方法にて使用した場合には、発熱、発火、破裂す 
るなどの可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願 
いします。 

『安むしてお使いいただくために』に、ノ（ッテ U パックを使用するときの重要事項び記述されてい 
ます。バッテ U 駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってください。 


バツテリ駆動で使う 


が 






I ■バツテリについて 


A ミま意 


•パ'ッテ U パックの充電温度範囲内（己〜3己で）で充電すること 

充電温度範囲内で充電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命び低下するおそれびあります。 
•バッテ U 駆動時間び短くなつた場合には、純正の新しいバッテ IJ パックと交換すること 
ノ（ッテ U パックは消耗品です。駆動時間び短くなったノ（ッテ U パックでは、内部に使用さ 
れている電池の消耗度合いにバラツキび発生している可能性びあります。電池の消耗度合 
し、にノ（ラツキびあるノ（ッテ U パックをそのまま使用し続けると、障書び発生することびあ 
ります。バッテ U 駆動時間び短くなった場合には、純正の新しいバッテ U パックと交換し 
てください。 

•パ'ッテ U パックを保管する場合は、できるだけ湿度のおいを暗巧で保管すること。また、 
子供の手の届かない場所に保管すること 

バッテ U パックを長期保管するときには、過放電を防止するために、半年に]回く日いの 
割合で、已〇%程度の充電をしてください。保管時は、ビニール袋などに入れて端テの 
ショートび起こ日ないようにし、ダンボールなどの電気を通さない箱に、バッテ U パック 
び重な b ないよラに入れてください。 

• ごみ廃棄場で処分されるごみの中にバッテ IJ パックを捨てないこと 
U チウムイオン電池は、「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法)」 
により、回収•再資源化び巧め日れております。バッテ U パックを処分する場合は、各自 
治体のを例または規則に従って U サイクルするか、 U サイクル協力店へお持ちください。 




バッテリを使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra バッテ U について」を確認してください。 


ッテリ巧電量を確認する 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 

■■ Battery LED でお認する 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery Cll LED び点灯します。 




バツテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテ u について 


Battery G LED は;欠の状張を示しています。 


白または緑 

凡 巧；71：：」 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

バッテ U の充電について「本節巧]バッテ U を充電ずる」 

消灯 

-バッテ U び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ1」異常 

異常の場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


D 通知領域の[バッテリ]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテ U ] アイコン（図）の上にポインタを置くと、 
バッテ U 充電量び表示されます。 

このときバッテ U 充電量じ(外にち、現在の電源プランび表示されます。 


ミをになち夕れま ( ，た1/100%) 


n 

境巧の苗居プラン: 


省電力設定について《パソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をずる》 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量びかしずつ減かします。このよラな状態でパ'ッテ U 充電量び減少し 
たときは 、 Battery CII LED や[バッテ U ] アイコンで充電量の減少び表示されないことびあ 
ります。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 


K ■バッテリ巧電量が減少したとま 

電源び入っている状態でノ（ッテ U の充電量び少なくなると、なのよラに警告します。 

• Battery a LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量びかないことを示しています） 
•パ'ッテ I 」のアラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]一[詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U 低下の通知]や[バッテ U 切れの操 
作]で設定すると、バッテ U の残量びかなくなったことを通ミ日したり、自動的に対処する動 
作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について 

《パソコンで見る マニュアル （検索）：省電力の設定をずる》 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってから、フル充電のパ'ッテ U パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U 減少の警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しきってしまったとさは、警告音ち鳴らず、 

Battery □ LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、 
充電してから使用してください。 



バツテリ駆動で使ラ 



















I ■バツテリについて 


I 時計用バッテ IJ _ 

本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U ノ（ックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
パ' ッテ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 

■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power む LED び白または緑に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を巧ることはでさません。 



バッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

パ’ジテリを充電するにをたごて 

•あらかじめ、附録 D-ra- バッテリを充電ずるにあたって」を確認してください。 


ッ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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KH 巧電方;去 

I パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN ♦! に D び白または緑に点灯して Battery 1=1 LED びオレンジ色に点打する 
と、充電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわ日ずフル 
充電になるまで充電されます。 

Q Battery a LED び白または緑になるまで充電する 

■ バッテ U の充電中は Battery G LED びオレンジ色に点打します。 

M DC IN ^に D び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
■ 電源コードの接続を確認してください。 

幻ィモ 

•パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 
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I ■バツテ u について 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ I 」充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度び低いとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■使用できる時間 

バッテ U 駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていさます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、パ'ッテ U 駆動時は休止状 
態、または八イブ U ッドス U —プにすることをおすすめします。 

八イブリッドス U— プについて『準備しよう1章 □- のス U— プにする』 

封メモ 

• バッテ U パックは消耗品です。使いかたを工夫ずることで長持ちさせることびでをます。詳しくは 
(パソコンで見るマニュアル（検索）：バッテ U を長持ちさせる》をお認してください。 



バツテリ駆動で使ラ 


2 
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I ■バッテリについて 


八ッテリパックを交換ずる 


バッテ U パックの交換方法を説明します。 

バッテ U パックの取り付け/取りはずしのとさには、「スリーフ」にするのではなく、必ず電源 
を切り、電源コードのプラグを巧いてから作業を行ってください。 

反 f メモ 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってくださ 
い。 


■■取りはずし/取り付け 


B データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよラ1章口-巨]電源を切る』 

Q パソコン本体から AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
巧ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 



バッテリミ全□ックを矢印の方向に引く 
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ラ 



バッテリ.リリースラッチをスライドしなび5 ①、 八’ッテリパックを取 
りはずす③ 
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I ■バツテ u について 


交換するバッテリパックを、「カチッ」と音びするまで静かに差し込む 

新しいあるいは充電したバッテ U パックを図のようにななめに差し込みます①。バッ 
テ U • UU —スラツチび自動的にスライドして、「カチッ」といラ音びするまでを意 
して差し込んでください②。 



Q バッテリ安全□ックを矢巧の方向にスライドする 


バッテ U パックびはずれないよラに、バッテ U 安全□ックは必ず行ってください。 




バツテリ駆動で使ラ 
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5 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 76 

2 BIOS セットアップを使う . 77 








システム垣境の巧ちとは 


本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティ U ティで変更するか、または BIOS セット 
アップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 


変更できる頂目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウエア環境（パソコン本 
体）の設定 

r 東芝 HW セットアップ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

システム環境の設定変更》 

パスワード 
セキュリティ 
の設定 

ユーヴ 
パスワード 

r 東芝 HW セットアップ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザバスワード》 

スーパーバイヴ 
パスワード 

「スーパーノ（イヴノ（スワードユーテイ U テイ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

スーバーバイヴパスワード》 

省電力の設定 

「電源オプション」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

省電力の設定をずる》 


BIOS セットアップについては r 本章旦日 IOS セットアップを使う」をご覧ください。 


システム震の変更 


76 








BIOS セットアップをほう 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。 

なのよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 


• セキュ I 」了ィの設定 
• 起動方法の設定 

^ メモ BIOS セットアップを使用する前のま意 


‘通常、システム構成の変更は Windows 上の「まち HW セットアップ」、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャ」などで行ってください。 

「まち HW セットアップ I 「電源オプション」について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：システム環境の設定変更、省電力の設定をする》 

「デバイス マネー ジャ」について 「 Windows ヘルプと サポー り 

‘使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 
1 BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってち消えません。しかし、内蔵バッテリ（時計用 
バッテ U ) び消耗した場合は標準設定値に戻りまず。 



システム環境の変更 
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且 BIOS セツトアップを使う 


1 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


起動 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう I 章 □- 回電源を切る』 

己 IOS セットアップを起動する 
■ 1巨.0型液晶モデルの場合 

キーボード①恒]キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ dynabook ] 
画面び表示されてか5手をはなす 

■ 15. 4型液晶モデルの場合 

キーボードの医]キーを押しなびら電源スイッチを押す 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
居をを固キーを巧してください。 

バスワードについて 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：ユーヴバスワード、 HDD バスワード》 

BIOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
H をやり直してください。 


B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 

n 隘了] メニュ-を表示する 

曰終了方法を選択する 

画面の指示に従って己 IOS セットアップを終了する 

Windows が起動します。 


システム震の変更 
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Q BIOS セツトアップを使ラ 


mm 基本操作 

基本操作は次のとおりです。 

11 6 . 0 型液晶モデルの場合 


メニューを選択ずる 

tz ] またはじ。 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

または 

画面中で反転している部分か現在変更でさる項目です。 

ヴブメニューや設定値の一覧を 

1 ENTER 1 

項目の内容を変更ずる 

|が4びし1巧し 1 F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

1 巧 1 

「デフォルト値を □— ドしますか？」というメッセージび 
表示されます。「はしりを選択し、1り \/ Tr /?| キーを巧してく 
ださい。 

パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、 BIOS セットアッ 
プを終了ずる 

\ F 10 \ 

「設定の変更を保存して終了しますか？」といラメッセー 
ジび表示されます。保をする場合は「はい」を選択し、 

1 ENTER 1 キーを巧してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合は「いいえ」を選択し、 IfWTTRl キーを巧 
してください。 

[終了] メニューを表示する 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示ずる 

同 



システム環境の変更 
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0 BIOS セツトアップを使ラ 


11 5.4 型液晶モデルの場合 


メニューを選択ずる 

r*~i または -*• 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

m または E 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

ヴブメニューや設定値の一覽を 

I ENTER I 

項目の内容を変更ずる 

Ism びし I f 7 k F 8 \ 

設定内容を標準値にする 

I 巧 

[デフォルト値を□ー ドする]画面び表示されます。「はし、」 
を選択し、 If / V 7 r /?| キーを巧してください。 

パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、己 IOS セットアップ 
を終了する 

\ FW \ 

[変更を保存して終了する]画面び表术されます。保をする 
場合は r はしリを選択し、 | fWTr /?| キーを巧してください。 
BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合は「いいえ」を選択し、 | fWT " f /?| キーを巧 
してくださし、。 

設定を保存しないで、 BIOS セット 
アップを終了ずる 

\ ESC \ 

[変更を保をせずに終了する]画面び表示されます。保を 
しないで終了する場合は r はしリを選択し、 | f / v 7 r /?| キー 
を巧してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び超動します。 

終了しない場合は「いいえ I を選択し、 IfWTTRl キーを巧 
してくださし、。 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示ずる 

I" 



システム環境の変更 
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■ パソコンの動かがおかしいとまは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

rdynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 82 

2 Q & A 集 . 91 








パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パソコンを構成する3つの部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライノ（び付属している場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ I 」や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディスク、 
CPU など、パソコン本体を指します。 

ノ（ソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 


I 1 I トラブルを巧おするまでの流れ 

ブルの原因をつを止めよう 

6 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 


82 





D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アプ U ケーシ 


:アに原因びある場合 


トラブル 

例1:メールやインターネットがつなが5 
ない 

アクセスポイントやメールサーバ、の、パ 
スワードなどの設定を確認します。これら 
の設定は契約プ□バイダごとに異なります。 
契約プ□ノ（イダか日指定された設定データ 
び正しくパソコンの設定に反映されている 
かを確認してください。 


賊肖ま 

例1:プ□バイダへのお問い合わせについ 
て 

お客様ご契約のプ□バイダの窓口へお問い 
合わせください。 


トラブル 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたがねか 
5ない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」を読 
んで、アプ U ケーシヨンソフトの使いかた 
を確認します。 


お消ま 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたについ 
て 

『映像と音楽を楽しちラ』や「おたすけナビ」で 
操作方法を確認したり、各アプ U ケーシヨン 
のサポート窓口へお問い合わせください。 

「おたすけナビ」 

体章已-丘] Q この Q & A 集を読んで 
も解巧できない」 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先 
「7章お問い合わせされるとさは」 


トラブル 

例3:どのアプリケーシヨンを使った日い 
いかわからない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」に、 
代表的な操作を記載しています。 


脇肖法 

例3 :「おたすけナビ」でアプリケーション 
を探す 

「おたすけナビ」の「ソフトウェアをつかラ」 
で、本製品に用意されたアプ I 」ケーション 
を目的別に探すことびできます。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 









D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 2 0 S やドライパに原因がある場合 


トラブル 

例4 :正常に画面が表示されない、音が出 
ない、設定が合つているのにイン 
ターネットにつなが5ない 


例日：青い画面で rsTOPox ******」 

(-般に 「 STOP エラー」や「ブルー 
スクリーン J 「ブルーパニック J と呼 
ばれる画面）が表示された 



岭 


お消ま 

例4 •例日：ドライバを入れ直す 

再起動をすると自動的にドライバの検出を 
行ラ場合びあります。再起動後、持斤しい 
八ードウェアの検出ウィヴード]画面び表 
示された場合は、画面の指示に従ってくだ 
さい。 

再起動 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 
バソコンを再起動する》 

例日：動作に影響を与えているアプリケー 
シヨンや周辺機器を調べる 

周辺機器やソフトをインス I -ールしたあと 
に起こることび多いちのです。その前に 
行った作業を一度元に戻すことでトラブル 
び解消される場合び少なくありません。 
周辺機器を取りはずしたり、「システム構成 
ユーティリティ」でプ□グラムやサービス 
を停止して起動したりすることで調べるこ 
とびでさます。 

システム構成ユーティリティ 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： 
必要最ほ限のシステムで起動する》 


ク 


それでもトラブルび解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせく 
ださい。 

『まち PC サポートのご 案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 3 パソコン本な:に原因びある場合 


トラブル 

例6:ドライバを入れなおしても機器が動 
かない 


賊肖ま 

例6 :リカバリ（再セットアップ）する 

パソコン本体び動作する場合は、 n 」 カバ U 
(再セットアップ)」を行ってください 。 「U 
カバ1」」は、八ードディスクのデータび消 
えるため、バックアップを行うことをおす 
すめします。 

バックアップをとる 

『準備しよう4章大切なデータを失わな 
いために』 

U カバ U 

『準備しよラ已章買ったとさの状態に戻 
すには』 


例7 :電源ランプが点なせず、パソコンが 
まったく動作しない。 


ク 


それでちトラブルび解消しない、あるいは 
まったくパソコンび動作しない場合は、パ 
ソコン本体び故障している可能性びありま 
す。 

パソコンの操作について、困ったときや修 
理のご依頼は東芝 PC あんしんヴポートへお 
問い合わせください。 

『ま芝 PC ヴポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


£ 








D トラブルを解消するまでの流れ 
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トラブル巧処ミ去 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! 付属の冊子7ニニ 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、本製品には目的別に複数の冊モマニュアルびあります。本書じ(外の冊テち 
読んでください。 


STEP 2 TQSA 集 J や r 便利なほいかた J か S 探す 


r パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」や「便利な使いかた」にち、使って 
いて操作びおかしいと感じたときの対処法び載ってしほす。また、ちょっと便利 
な使いかたち Q & A あ式で載っています。 

「パソコンで見るマニュアル」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上 


の[おたすけナビ ] ( ^ ) をダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 

おたすけナビ 

タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックすると起動できます。 


「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」の検索機能を使って、本製品に 
用意されているアプ U ケーシヨンのヘルプやマニュアルを検索して調べることび 
でさます。 

「パソコンで見るマニュアル」と「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 
「本章 H-in Q この Q & A 集を読んでも解まできない」 


STEP 4 サポートのサイトで調べる 


本製品独自のヴポートサイト「あなたの dynabook . com 」 へ接続し、各種ヴポー 
卜情報か日解決方法を探します。 

あなたの dynabook . com 「本節阿- ■ M 「あなたの dynabook . com 」 を見る」 
それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は「7章お問い合わせされるとさ 
は」で確認してください。 


3 


トラブル事例を見てみる 


■■ r あなたの dynabook.comj を見る 

「あなたの dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライパ'や修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 
ご利用のパソコンに関する情報だけび表示されるので、目的の情報を簡単に探すことびでさま 
す。また、サポート窓口や修理についてち案内しています。 
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(表示例） 

① このページの使い方 

ク U ックすると、「あなたの dynabook . com 」 の使いかたを紹介したぺージび表示 
されます。 

② ご利用のパソコン情報 

ご利用のパソコンの情報やマニュアルなどび表示されます。 


r あなたの dynabook . com 」 は、なの方法で表示できます。 

I [スタート]ボタン（@)をクリックし、[インターネット]をク 
リックする 

「Internet Explorer 」 び起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に「あなたの dynabook . com 」 び表示されるよラに 
設定されています。 

インターネットの接続について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットへの接続と設定》 

* r あなたの dynabook . com 」 に表示されるボタン-内容は機種によって異なります。 

本書に記載している画画ま、表示例です。 
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I ③よくあるご質問 FAQ 

曰県よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび図や解説をまじえて解み 
方法を掲載しています。 

タイトルのちにあるカテゴ U のアイコンをク U ックすると、そのカテゴ U に関する 
FAQ だけを表示でさます。 

④お知らせ 
⑥ダウン□-ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドでさます。 

⑥ウイルス-セキュ U ティ情報 
⑦サイト内検索 

キーワードを入力して、サイト内を検索します。 

⑨技術的なご相談/修理のご相談 

ヴポート窓口や修理窓口のページにアクセスでさます。 

⑨「みんなの dynabook . com 」 ボタン 

ク U ックすると、東芝ノ（ソコン全体のヴポート情報のページび表示されます。 

庐 t メモ 

「あなたの dynab 日 ok . com 」 は、ガジェットの [ dynabo 日 k ランチヤー]の;こューからも表示できます。 

T が--卜をク1」ックすると、説明の画面び表示されまずので、 

rh け p ;// clynabook . f 「 esheye . com / cgi - bin / login .^ i 」 をクリックしてください。ッたージが表おさ 
れた場合は、画面に従ってください。 


B まちパソコンのサポート情巧ぺージを見る 

r あなたの dynabook . com 」 では本製品の「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイスドライバや修正 
モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

■パソコンの操作に困った5「よくあるご質問 FAQ 」 

r よくあるご質問 FAQ 」 では、日頃、よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび、図 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 



[ご利用のパソコンのよくあるご質問 FAQ ] をク U ックすると、[カテゴリ（かんたん）検索] 
画面び表示されます。 

カテゴリ（かんたん）検索では、条件を選択すると解み方法を検索でさます。 
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/ ? 7Jr-r~1B» > クけ AUJ >P テ JW か Ai たん ; Win 


カテゴリ（かんたん）おま 


技索条か 

«挂 


貢巧のカテ j リ 
Windows 
〇»巧方法 
〇居れ巧のトラブル 
〇任用中のトラブル 
〇 #7巧のトラカレ 


dynabook )00 なX のな/)000 0C 
Microsoft Window XP Home Edition 


〇 Windows の巧は方まI 


」クリ7 I 


モードの担めで;ち〇日付と巧别 


〇$スクパー 〇ス 3-K? こ i- 

〇つ; M ■ル方ルダ〇5スウトレが il 巧巧巧） 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■メールで質問する r 東芝 PC オンライン」 

r よくあるご質問 FAQ 」 を探してち問題び解決できないときは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間3巨已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

『準備しよラ色章 D - H ま泛の （ TID ) お客様登録のおすすめ』 


Q r よくあるご質問 FAQ 」 で解消方法を探す 


FA . 回答-対処方法」の説明のあとのアンケートに答える 


この情«はわ吞毎のわ没に立ちました占、？ 


广 3:巧容Iこなったが K までさなかった 


I：度しくて分か6なかった 


巨：曲 J たい巧客でけなかった 


—送 <1」 

「3」「4」「已」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 

「東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従つて専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了承ください。 

このほか、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合びあります。アプ U ケーシヨンについて知りたいことびあるときは、ホームペー 
ジを確認するのも良いでしよう。 

ホームぺージアドレスについて「7章お問い合わせされるとさは」 
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■ モジュールのダウン □ —ド 

本製品のデバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドでさます。 

[ご利用のパソコンのダウン□ード]をク U ックすると、[キーワード検索]画面び表示されま 
す。キーワード検索では、キーワードや文章を入力すると、モジュールの情報び検索、一覧表 
示されます。 

0 S をアップグレードしたい場合は、 0 S に合ったモジュールをダウン□ー ドしてください。 



读示例) 


ぶすメモ 

•ま芝パソコン全体のヴポート情報は、 「 dynabook . com 」 の「サポート睛報」ぺージでご覧になれます。 

URL : http :// dynabook ' 仁 om / assistp 巳/ index _ j'htm 
•相談窓□や PC のリサイクル、お客様登録については、『準備しよう已章』や『まち PC サポートのご案 
内』に詳しく紹介されていまず。 
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Q 青い画面（ブルースク U- ン）び表示され、操作でをなくなった 
Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 

Q テレビまたはが部ディスプレイを接続した状態で、パソコンをス IJ- プや 
休止状態か5復帰したとを、本体液晶ディスプレイに何ち表示されない 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとさに、 

画面び表示されな < なった . 

Q 画面び薄暗<、よ< 見えない . 



2 | q & a 集 



D 電源を入れると宝/切ると宝. 


93 


且画面/表示 


9已 


Q システム / A - ドディスク . 97 


口 J +-7 n - H . 99 


Q ポィンタび輪の形をしている間にキーを巧してを反応びない . 99 

Q キーボードか5夕字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ . 99 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 99 


Q クリックしてち反応びない . 100 

Q 夕‘ブルク IJ ックびラまくいかないので、速度を変更したい . 100 

Q ポインタの速度を調節したい . 100 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 101 


Q パソコンび応答しな<なった . 97 

Q Windows びセーフモードで起動した . 98 

Q 再起動や電源を入れ直してち、トラブルび解消しない . 98 


Q 電源スイッチを巧してを Power LED び点なしない . 93 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源び入5ない . 93 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 94 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 94 

Q しば5く操作しないとを、電源び切れる . 95 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、「パソコンで見るマニュアル」にち Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないとさは、「パソコンで見るマニュアル」ち参照してください。 


パソコンの 


己巨 6 6 7 
9 9 9 9 9 
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.ッ七ージ. 


iBTl 

Q r パスワードを入力して下さい。」または 

r 現在のノくスワードを入力してください。」と表示された . 101 

Q 「 HDD 1のユーヴパスワードの入力」または 

「 HDD パスワードを入力して下さい。」と表示された . 101 

Q 起動時に 「 Windows 再開□—夕‘」び表示され、 

Windows び起動しない . 102 

Q 起動時に 「ERROR 0271 : Check data and time se け in 呂 s ••• 

Press < F 1 > to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 

Windows び起動でをない . 102 

Q 起動時に 「The firmware has detected that a CMOS 
battery failure occured . <F 1 > continue 」 と表示され、 

Windows び起動でさない . 103 

Q 「システムの日付または時刻び無効でず」と表示された . 103 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 103 

Q その他のメッセージび表示された . 104 

Q 八ードディスクか5 IJ カバ U でさなくなったとさは . 104 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 104 

Q この Q & A 集を読んでち解ミ夫でさない . 10已 

Q 操作でさない原因びどラしてちわか5ない . 106 


役立つ操作集 


r 便利な使いかた」や 「 Q & A 集」を見てみよラ 

本書の Q&A 集を見ても巧りたいことび見つからない場合は、パソコンで「パソコンで見るマニュアル」 
の「便利な使いかた」や 「Q&A 集」を見てみましょラ。 

インターネットに接続しなくてを閲覧でをるため、操作も簡単です。 




①デスクトップ上の[おたすけナビ] ( 裔式 ) をダブルクリックー[パソコンで見るマニュアル] 

fi たずけナビ 

タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックずる 
「パソコンで見るマニュアル」び起動します。 


② [便利な使いかた] (1 n 翻な住ぃか亡 j ) または [ Q & A 集] ( 1◎ OSAH j ) をク u ック ずる 
[便利な使いかた]または [Q&A 集]の一覧び表示されます。 

③ をくじから巧りたい項目をク U ックする 

④ 参照したい質問をク U ックする 
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@ ►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能び働き、システムび自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


かパソコン本体か！ 5 いつたん、電源コードと AC アダプタ、バッテリパックをす 
ベて取りはずしてください。 

① 電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずしてください。 

② バッテ U パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテ U パックを取りはずすと、電源び入らない状態に 
なります。そのままの状態で、しばらく放置してください。 

③ バッテ U パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源スイッチを約2秒間巧し、指をはなす 

電源コードと AC アダプタの接続 

『準備しよう1章 E ]- B 電源コードと AC アダプタを接続ずる』 

バッテ U バックの取り付け/取りはずしについて 
「4章 11- 巧]バッテ U パックを交換する」 

じ(上の手順でち解みでさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


且日 & A 集 


1 


電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチを巧しても Power に D が点なしない 


©► 電源スイツチを2秒間巧したあと、指をはなすと電源が入ります C 

Power LED び白または緑に点灯することを確認してください。 


電源び入るび、すぐに切れてしまラ 
電源び入6ない 


バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

なのいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

バッテ U の充電について「4章 11 - 回バッテ U を充電する J 
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電源を入れたが、システムが起動しない 


©►起動ドライブを八ードディスクドライブ LU がに設定した場合に、システムの 
入つていないメディアびセツトされている可能性びあります。 

システムび入っているメディアと取り替えるか、またはドライブか日メディアを取り 
出してか日、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、次のよラに操作してください。 

① 電源スイッチを已秒 L ソ上巧して電源を切る 

② 臣7兰 J キーを巧しなび日、電源スイッチを巧す 

③ [ dynabook ] 画面び表示された日、タキーか日手をはなす 

④ 表示されたメニューか日システムの入っているドライブ(通常は HDD ] または HDD ) 

をの - 


キーで選択し、店 A/TtR I キーを巧す 


0►次の手順を行うと、セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起動 
しなおすことがでさます。 

電源スイツチを已秒じ(上巧して強制終了したあと、次のよラに操作してください。 

① 電源を入れる 

② 「 dynabook 」 画面び表示されて消えた日すぐに、@キーを数回巧す 
「詳細ブートオプション」び表示されます。 

③ 目的に合わせて[セーフモー円または[前回正常起動時の構成（詳細)]を選択 


し、 ENTER キーを巧す 


ほ用中に前触れちな<、突然電源び切れることびある 


©►パソコン内部の温度び一定] U 上に達すると保護機能び働き、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 

©►パ’ッテリ駆動で使用している場合、バッテリの充電量がなくなった可能性があ 
0ます。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

バッテ U の充電について「4章 n - 巧1バッテ U を巧電する」 
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しば6く操作しないとを、電源び切れる 


©►Power l _ ED が白または緑に点'なしている場合、表示自動停止機能が働いた可 
能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないで < ださい。 


SHIFT キーや CTRL キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに1□秒前後かかることび 
あります。 

か Power に D がオレンジ色に点滅しているか、消なの場合、自動蜘こスリープ 
または休止げ態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [ぶシステムとメンテナンス] 一 r ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ [電源プランの選択]で利用するプランを選択する 

④ 選択したプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥[ディスプレイの電源を切る]および[コンピュータをス U - プ状態にする]で 
[なし]を選択する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
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画が/表术 


青い画面【ブルースクリーン）び表示され、操作でをなくなつた 


©► 電源スイッチを已秒 L ソ上巧して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 

ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


か L ソ上の手順でも解決できない場合は、 r 本節团 - Q 再起動や電源を入れ直し 
てち、トラブルび解消しない」を確認してください。 
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©► 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

因 yj + L ^ キーを3秒 iu 上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「3章 □- 回方法2-回+间キーを使う」 


テレビまたはか部デイスプレイを接続した巧態で、 
Q パソコンをスリープや休止が態か6復帰したとき、 
本体液晶デイスプレイに何も表示されない 


0►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表 
示されていた場合は、「3章0パソコンの画面にテレビを映す」を参照して、本体液 
晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 


〇テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたときに、 
k 画面び表示されなくなつた 


@►テレビまたはが部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに指定してデュアルビューけ広 
張）表示の設定をした場合に、ス U —プや休止状態のときにテレビまたは外部ディス 
プレイを取りはずすと、ス U —プやイ木止状態か日復帰したとさに画面び表おされない 
ことびあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、スリープやイ木止状態のとさ I こ行わな 
いでください。 


しば6く放置した6、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイツチを巧 
さないで < ださい。 

巨^3キーや医^キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後かかることび 
あります。 
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画面び薄お<、よ<見えない 


©►@+臣司キーを巧して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください *1。 

キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

@ キーで 本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切ったり 
再起動したりすると設定はちとに戻ります。 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 

©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

r 電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 *1 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [ j システムとメンテナンス] 一 r ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 
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システム/八ードディスク 


パソコンが応答しなくなつた 


€5►アプリケーシヨンを終了できない場合や、アプリケーシヨンを終了してもトラ 
ブルが解消しない場合は、パソコンを再起動してください。 

再起動『準備しよう1章口-居]-再起動』 

©► Windows 起動時に問題が起きた場合や、パソコンを再起動できない場合は、 
電源スイッチを已秒 L ソ上巧して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったとき L ソ外は行わないでください。強制終了を行うと、 

ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


©► LU 上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直してち、 
トラブルが解消しない」を確認してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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Windows び七ーフモードで起動した 


@►パソコンを再起動してください。 

再起動『準備しよラ1章口-巧]-再起動』 


0^ LU 上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直してち、 
トラブルが解消しなし、」を確認してください。 


再起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しない 


か ドライバやシステムのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合は、 
直前の正常に起動したときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したとさの構成で起動ずる 

「本節 []]- Q 電源を入れたが、システムが起動しない」 


アプリケーシヨンをインス!ルしてか!5、この問題が発生するようになった 
場合は、インス I ルしたアプリケーシヨンが Windows の動作に影響してい 
る可能性があります。 

アプ U ケーシヨンをアンインス!ールしてください。 

アンインス!ル《パソコンで見るマニュアル（検索）：アプ1」ケーシヨンの削除》 
『アプリケーシヨンに付属の説明書』 


@►周辺機器を接続してか5、この問題が発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器が Windows の動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバ 
やアプ U ケーシヨンをパソコンにインストールしている場合びあります。これらのド 
ライノ（やアプ U ケーシヨンちアンインストールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 
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—ポ—ド 


ポインタが輪のおをしている巧にキーを巧してち反応びない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか5操作してください。 


—ポードか5文字を入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


0►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウび切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

①キーを巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれびあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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タッチパッド/マウス 


ックしてち反応びない 


* マウスは、モデルによって別売りでず。 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび輪のあ （勺） をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 

©►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 

©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①丙引キーを巧す 


[タッチパッド]のカードび表示されます。 

②臣を]キーを巧したまま@キーを巧し直し、[有効]アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変ちしたい 


€5►巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づ巧'マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 


ポインタの速度を調節したい 


次の手順でポインタの速度を変更してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[巧 i マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 
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光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性びあります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインタびラまく動きませ 
ん。なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し感面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 
明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 

©►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 
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—ジ 


r パスワードを入力して下さい。 J または 
r 現巧のパスワードを入力してください。 J と表示された 


©►「ま忌 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、 


ENTER 1 キーを押してください。 


パスワードを忘れた場合は、使用している機種煙飄を確認後、保守ヴービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


rHDDl のユーサパスワードの入力 J または 
rHDD パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


0^ BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを使って認証を行ってください。 

なの操作を行つてください。 

① HDD パスワードを入力し、 


ENTER キーを 巧す 


HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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起動時に rWindows 再開□—ダ J が表示され、 
Windows が起動しない 


©► vv - ドウエアの接続に不具合び起きた、または何！5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現できなくなつたというメッセージです。 

休止状態のまま増設メモ I 」の取り付け/取りはずしをしたとさなどに表示されます。 
電源を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□—ダ」で「復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
び反転表示していることを確認し、居胃固キーを巧す 

② 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、 I f / VTTffl キー対甲す 

Windows び起動します。 


起動時に [ERROR 0271: Check data and time settings ••* 
Q Press <F1> to resume, <F2> to Setup] と表おされ、 
Windows び起動でをない 


か 時計用バッテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているときに充電されます。 

時計用バッテ U について「4 章 n - の-■■-時計用バッテ1」」 

AC アダプタを接続後、巧の手順で BIOS セットアップの日付と時刻を設定してください。 

① キーを 巧す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② [メイン]メニューの[言語：]で[日本語 (JP)] を還択する 

キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

④[はし)]を選択し、 | f / V 7~ f /?| キーを巧す 

日の S セットアップび標準設定の状態になります。 

⑥[メイン]メニューの[システム時刻：]で時刻を設定する 

⑥ [メイン]メニューの[システム日付：]で日付を設定する 

⑦ 圧を]キーを巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑨[はしリを選択し、 if / VTTRl キーを巧す 

BIOS セットアップび終了し、パソコンび再起動します。 
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起動時に FThe firmware has detected that a CMOS 
Q battery failure occured. <F1> continue 」 と表巧され、 
Windows が起動でをない 


©► 時計用バッテリび不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているときに充電されます。 

時計用バッテ U について「4 章 11 - 丘]- 匯 ■■時計用バッテ IJ 」 

AC アダプタを接続後、次の手順で曰付と時刻を設定してください。 


① H キーを 巧す 


Windows が起動します。 

② [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

③ [今時計、言語、および地域]一[ご?日付と時刻]をク U ックする 
[日付と時刻]画面び表示されます。 

④ [日付と時刻]タブで[日付と時刻の変更]ボタンをク U ックする 
⑥[日付]で日付の修正を行う 

⑥ [時刻]に表示されている、デジタル時計の数字の部分をク U ックする 

「時：分：秒」で項目び分かれているので、変更したい部分をク U ックしてください。 

⑦ デジタル時計のち端にある上下のボタン（国）で、時刻の修正を行う 
⑨のロボタンをク U ックする 

⑨[日付と時刻]画面で[□ロボタンをク U ックする 


r システムの日付または時刻び無効です J と表示された 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と 
時刻を設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』 


巧のよラなメッセージび表おされた 


• [Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR 円 ease Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart ] 

フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出し、何かキーを巧してくださし、。 

上記の操作を行っても解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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その他のメッ七ージが表示された 


©►使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してくださし、。 
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その他 


八ードディスクか 6 リカパリでをなくなつたとをは 


€5►八ードディスクドライブに内蔵されているリカバリ（再セットアップ）ツール 
(システムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去され 
ている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カパリができなくなることびあります。 

「 TOSH 旧 A Recovery Disc creator 」 で作成した U カバ U ディスクを使って、リカ 
パ' I 」してください。 

1」カバ U の操作方法 

『準備しよう已章 0- 巧]リカパ ' U ディスクか 5 U カバ U をする』 

U カノのディスクびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あんし 
んヴポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『ま度 PC サポートのご案内』 


異常な臭いや過熱に気ヴいた！ 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5 
巧いてください。安全を確認してバッテリパックをパソコン本体か5取りはず 
してか5東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月日 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修 I 里のお問い合わせについて『ま芝 PC サポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 













H 日 &A 集 


この Q & A 集を読んでち解巧でをない 


@►このほかにもいろいろな解巧ち法があります。 

1「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」や r 便利な使いかた J を見る 

本書の Q & A 集は、パソコンの電源び入日ないなど、「パソコンで見るマニュアル」 

を見られない状況での Q & A のみ記載しています。「パソコンで見るマニュアル」の 
「 Q & A 集」には、このほかにち困ったことび起きた場合の対処方法を記載していま 
す。また r 便利な使いかた」は、文字入力やインターネット、メールの使いかたで 
失□っておくと便利な設定、手順を Q & A 形式で記載しています。「パソコンで見るマ 
ニュアル」び見られる場合は、確認してみてください。 

「パソコンで見るマニュアル」を起動し、 [ Q & A 集]または[便利な使いかた]をク 
I 」ックすると、 Q & A の一覧び表示されます。 

「バソコンで見るマニュアル」の起動ち法『困ったとさに見るシート』 

2「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ J で調べる 

「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」には、パソコン内の電子マニュア 
ルで、検索する機能びあります。知りたい内容びこの Q & A 集に載っていない場合は、 
「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で検索してみてください。詳細は 
「パソコンで見るマニュアル」または「おたすけナビ」のヘルプを参照してください。 

•「パソコンで見るマニュアル」のヘルプの起動方法 

① デスクトップ上の[おたすけナビ] () をダブルク U ックー[パソコンで 

見るマニュアル]タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをクリック 
する 

② [このマニュアルの使いかた]をク U ックする 
•「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 

①デスクトップ上の[おたすけナビ] () をダブルク U ックする 

③ [ヘルスをク U ックする 

3 r あなたの dynabook . comj や rdynabook . comj の「よくあるご 質問 FAQJ を 
調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト rdynabook . com 」 

でサポート情報を見てください。お問い合わせのをい質問やホットな Q & A び掲載さ 
れています。 

dynabook.com 体章〇—团トラブル事例を見てみる」 

「 A . 回答•対処方法」の説明を読んでち問題び解ミ夫しない場合は、説明のあとのア 
ンケートに引さ続さ、質問メールを出すことちでさます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要です。 

4東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサポートでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してく 
ださい。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 StA 集 


操作でをない原因がどラしてちわか6ない 


0►パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 

アプリケーシヨンのトラブルの場合は、各アプリケーシヨンのサポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプ1」ケーシヨンのお問い合わせ先「7章お問い合わせされるとさは」 


©►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 










■ お凸いをわせをれるとをは 


本製品に用意されている 0 S 、 アプリケーションのお問い合わせ巧を紹 
介しています。 

各アプリケーシヨンを使っていて困ったときは、こちらに連絡してく 
ださい。 


1お問い合わせ先 

-□ S / アプリケーシヨンー . 108 







マイク□ソフトお償サポート 
< TEL > 

TEL :東京： 03-已3已 4-4 已00 

:大阪： 0己-己 347-4400 
: 01 20-09-0] 9己 

※巧の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便ま号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の「バッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間-お問い合わせ回数〉 

参セットアップ、インス!ルに関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式会社イ木業曰、年末年始、祝祭日を除く。日曜日び 
祝祭曰の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業させてい 
たださます） 

回数 ：指定はございません。 



I お巧い合わせ巧 

I - OS / アプリケーションー 



nfos のお巧い合わせ巧 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint 
/Microsoft Office Word/Microsoft Office ナビ 


Windows Vista ® についてのヴポート情報は、下記のホームぺージをご覧ください。 

http :// support . microsoft . com / 

Windows Vista ® に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんヴポートになります。 

回 

各アプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせく 
ださい。 

インス!ルされているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


* 2008年10月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などび変更になる場合があります。 


お問い合わせされるとさは 
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D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


♦基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 ：目:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

] 0:00〜] 7:00 (±曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

無償ヴポート回数 ： Microsoft Office Personal 2007 ( Word / Excel / Outlook / 
Office ナビ）は 4 インシデント 、 Microsoft Office PowerPoint 
2007は 2 インシデントとなります。 

お問い合わせに関する詳綱ホ 、 Microsoft Office Personal 2007および Microsoft 
Office PowerPoint 2007のスタートガイドをご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http :// support . microsoft . com / 

※電話サポート（無償）ちしくは、製品サポートか6お問い合わせになる製品をお還びください。 
備考 ：マイク□ソフトサポート Web 上か日直接インターネットを通じてお問 

い合わせち巧能です。 

答えてねつと： http :// www . kotaete - net . net / 


ウイルスバスター2009 90日版 
ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 ： 9:30〜] 7:30 

TEL : 〇已 70-00832 己 

03-已334-] 03已 （ IP 電話-光電話か日のお問い合わせ) 
ホームぺージ : http :// tmqa . jp / toshiba / 
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D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


マカフイー-サイトアドバイザプラス 


マカフイー • テクニカルヴポートセンター 

(サイトアドバイヴプラスに関する技術的な問い合わせ） 

受付時間 ： 9:00-2 1:00 (年中無休） 

TEL : 〇已 70-0 己 0-033 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-227 目（ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter.asp 
ホー ムぺーン： http://www.mcafee.conn/japan/nncafee/support/SA/ 

マカフイー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(サイトアドノ（イヴプラスに関するユーヴ登録や登録情報変更などの製品じ(外に関する 

問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00-1 7:00 (年末年始、祝曰を除く） 

TEL : 〇已 70-030-088 (ナビタ'イサ J レ） 

03 -已 428-1 792 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter.asp 
ホー ムぺーン： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/SA/ 

マ カ フイー- イン フオメーシヨ ンセンター 

(製品購入前の製品に関するお問合せ、サイトアドバイヴプラスでのサイト評価に関する 

問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00-1 7:00 (年末年始、祝日を除く） 

TEL : 〇已 70-0] 0-220 (ナビタ'イサ J レ） 

03 -已 428-1 899 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/home/msup/ 

information_center.asp 

ホー ムぺーン： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/SA/ 

マカフイー-テクニカルサポートセンターではチヤツトによるサポートもご提供しています。 


チヤツト 


: http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/chat.asD 



お問い合わせされるとさは 


〇 







D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


Edy 軟急ダイヤル 


受付時間 

TEL 

E-mail 

ホームページ 


平日日:3日〜] 9:□日±•曰•祝祭日 
0570-081-999 (03-6420- 曰 699) 
info @ bitwallet . co.jp 
http :// www . edy . jp / 


] 日:□日〜] 8:□日 


eLIO D-URL _ 

株式会社ソニーフアイナンスインターナシヨナルカードセンター 

受付時間 ： 9:3日〜] 7:3日（年末年始を除く） 

TEL : □570-00-4156 

※ご利用になれない場合日 18-888 -目 824 
ホームぺーシ : http :// www . sonyfinance . co . jp / 


BroadNewsStreet 

ニューズ ウォツチ 

受付時間 

:平日 ] 0:0□〜17:00 

(±、曰、祝日、およびニユーズウォッチび別途定める曰はサポートの対象 
外となります。） 

E-mail 

: toshibapc @ newswatch . co.jp 

ホームページ 

: http :// www . newswatch . co . jp / bns / toshibapc / 


111 


FeliCa Secure CNent/SFCard Viewer/FeNCa ブラウザエクステンション/ 

FeNCa ポート自己診断/ NFRM PC Viewer / シンプル□グオン/ 

スクリーンセー/ (一 □ッ の/) (ーソナルシエルター/かざしてナビ/かんたん登録吕 

♦ユーザー登録に関するお問い合わせ 
ユーザー登録ごホ目談窓 □ 

受付時間 ：平日]ひ□□〜1 9: m 、 ± •曰-祝曰] 0:□□〜17の0 (特別休業日を除く) 

TEL :東京03-已 4] 2-2 己24大阪〇己-己88己-2己24 

ホームぺーシ : http :// www . justsystems . com / jp / service / 

♦製品の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステムヴポートセンター 

《ヴポートセンターへお問い合わせの際には、お客様の User ID および製品のシ U アルナンバーび必要で 
す。 

受付時間 ：平日] □：□□-19:00. ± •曰-祝曰] 0:□□〜17の0 (特別休業日を除く) 

TEL :東京03-已 4] 2-3 白80大阪〇己-己88己-7 ] 己0 

ホームぺーシ : http :// support . justsystems . conn / 


EdyViewer 


お問： S 复甚餐さは 
















お問い合わせ先 - OS / アプ U ケーション- 


Corel Paint Shop Pro PhotoXI/Corel Snapfire Plus SE 
コーレルテクニカルヴポート 

無料電話ヴポート'''初回お問合せ曰から90日間のサポート 

受付時間 ：月曜日〜金曜日（祝日を除く）]ひ□〇〜12:00 13:30-17:30 

TEL : 〇已 70-003-002 

無料メールヴポート'''専用の WEB メールフォームでのサポート 
http://www.corel.jp/support/tech_mail.html 

有料電話サポート'''下記のお客様に巧して有料でのヴポートを行っています。 

- 90日間の無料電話サポート期間終了後、引き続き電話でのサポートをご希望の場合 
-無料電話サポート期間中、サポートセンターからの電話による時間指定でのサポートを 
ご希望の場合 

ヴポートに関する詳細は弊社ヴポートページをご覧いただくか、ちしくはカスタマーセン 
ターへお問合せください。 
http://www.corel.jp/support/ 

コーレルカスタマーセンター 

( ご購入前のお問し^合わせおよびサービスに関するお問し^合わせ窓口） 

受付時間 ：月曜日〜金曜日（祝日を除く）]ひ□〇〜12:00 13:30-17:30 

TEL : 〇已 70-009-002 

コーレルホームぺージ 

http://www.corel.jp/ 


ebi.BookReaderSJ 

株式会社イーブックイニシアティブジャパン eBookJapan ヴポートセンター 

https://www.ebookjapan.jp/bpct/support/ 

受付時間 ： ] 0:00〜1泣00吐日祝日除く） 

ホームぺージ : http://www.ebookjapan.jp/bpct/ 


円 ipViewer/FNp 己 00 k 

イーブック.システムズ株式会社 FNpViewer ヴポート 

受付時間 ：月〜金（祝日除く）]ひ0□〜] 7:00 

E-mail : fv-support@ebooksystems.co.jp 

《メールのみの対応となります。 

ホームぺーシ : https://secure.ebooksystems.co.jp/support/FV-contact.php 


Google ツールバー/ Google デスクトップ 

ホームページ： Google ツー ルバー 

http://www.google.com/support/toolbar/bin/request.py 
Google デスクトップ 

http://desktop ' 吕〇〇邑 1 己巳 om/suppo 「 t/?hl=ja 



お問い合わせされるとさは 
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D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


デジタル全国地図 its-mo Navi 
ゼンリンデータコムお客様ホ目談室 

受付時間 ：]ひ□□〜 17:00 月〜金（祝曰-弊社指定化曰は除く) 

E-mail : itsmo _ navi @ zenrin - clatacofn.net 

ホー ムぺ ーン： http :// www . zmap . net / contactus / inclex.htnnl 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサポート 

受付時間 

メールのため受付時間の制限はありません。 

《 webmaster か日の返信は、基本的に平日 (10:00-18:00) の巧応とさせていただ 
いてお0ます。 

また、内容により風言できない場合、回答に日数を要する場合もありますので、あ6 
かじめご了承ください。 

E-mail 

: express - support @ ekitan.com 

ホームページ 

: http :// express . ekitan . cofn / 


i - フィルター 5.0 

デジタルアーツ株式会社ヴポートセンター 

受付時間 ： 

平日] 0:□□〜 ] 泣00 ± •曰-祝曰]ひ□□〜20:00 

(弊社指定休業曰を除く） 

TEL : 

平曰 03-3 已80-已己78 ± •曰-祝曰〇已 70-00] 334 

E-mail : 

p - support @ daj . co.jp 

よくある質問： 

http :// www . daj . jp / faq / 

ユーヴーヴポート お問い合わせ フォーム 


http :// www . claj . jp / ask / 

ホームページ： 

http :// www . claj . jp / 


Ulead DVD MovieWriter for TOSHIBA 

コーレル株式を社インタービデオテクニカルサポート 

お問い合わせの前にホームぺージ ( http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 
当製品の無償ヴポート期間は、ご購入後]年間となります。 


受付時間 

:月〜金] 日 :□ 日〜 12:00 、 13:3 日 〜] 7:3 日 
(1S: □ 日 〜] 3:3 日、 ±曰祝祭日、ならびに弊社指定休業日を除く） 

TEL 

04 曰- 226-3899 

FAX 

04 曰- 226-389 曰 

E-mail 

メールでのお問い合わせは、1；(下の URL に掲載されている専用の ール 
フ オームを ご利用<ださい。 
http :// www.c 日 rel . jp / support / 

ホームページ 

: http :// www . intervicleo . co . jp / 


お問い合ね甚れる AJ さは 
















D お問い合わせ先 -日 s / アプリケーション- 


ナップスターアプリ 

ナップスタージャパン株式会社カスタマーヴポート 

E-mail : support @ napster.jp 

ホームぺージ : http :// www . napster . jp/support 

* 含員専用問い合わせフォーム（ナップスターアプ U 内）および一般向け問い合わせフォーム 
( http :// www . napster . jp / helprequest _ form . html ) を用意しております。 


筆ぐるめ 


實±ソフト株式会社インフ オメーシヨ ンセンター 

受付時間 

9:30-1 2:00. 1 3:00-1 7:00吐•曰.祝祭日-休業日を除く） 

]] 月]曰か日] 2月30曰までは無イ木 

TEL 

□3-5600-2551 

FAX 

日 3-3634-1 322 

E-mail 

users @ fsi . co.jp 

ホームページ 

http :// info . fsi . co . jp / fgw / 


TAIT 0 MEMORIES 〜 Limited selection 〜 

株式会社タイトーお客様相談センター 

受付時間 ： ] 日:□日〜] 8:□日（年中無休） 

TEL : 046-235-9550 

ホームぺージ： http :// www . taito . co . jp / 


まいにちがたか 5 ちの 

狂文社キッズヴ 

受付時間 

TEL 

FAX 

E-mail 

ホームページ 

トポート 

平日日:□日〜] 8:□日 

0120-525-415 

03-3266-6291 
taka 「 a @ m .日 chan 曰曰 . jp 
http :// 日 chan 曰曰. jp / 


乗換案内 VER . 曰 

ジョルダン株式会社乗換案内ユーザーサポート 

受付時間 ：平日]日:□日〜12:□日、 13:00-1 7:00 * 平日のみ 

TEL : 03-曰 369-40 曰曰 

FAX : 03-5369-4064 

E-mail : nonkae @ jorudan . co.jp 

ホームぺーシ : http :// nonkae . jorudan . co.jp 

S 日09年9月3日日までの間、乗換案内のユーヴー琶録をしたお客様に限り]回のみインター 
ネット経由で最新の時刻表を含むプ□グラムにアップデートしていただくことが巧能です。 
インターネット環境がないお客滿ま、最新の時刻表を含むプ□グラム CD-ROM を]，2目日円 
(消費税および送料込）にて]回のみご購入いただけます。 



お問い合わせされるとをは 
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D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


スカパー’ Net てれび 

スカパー! Net てれびカスタマーヴポート保 

受付時間 ：平日（±、曰、祝日を除く）]ひ0□〜] 7:00 
TEL : 03-已 287-2 白40 

ホー ムぺ ーシ ： http :// wmcnet . skyperfectv . co . jp / contact / 


Adobe Reader / CD / DVD 静音ユーテイリテイ/ ConfigFree / dynabook ランチヤー 
/Internet Explorer / Java ™ 吕 Runtime Environment / し a し aVoice 
/ PC 引越ナビ / TOSHIBA Disc Creator / TOSH 旧 A DVD PLAYER 
/TOSHIBA Flash Cards/TOSHIBA Recovery Disc Creator 
/TOSHIBA Smooth View/Windows Media 円 ayer/Windows フオトギヤラリー 
/ Windows ムービーメーカー / Windows メール/おたすけナビ/ヴヴッとヴーチ 
/動画で学ぶ Microsoft Office PowerPoint 吕〇07/動画で学ぶ Office Personal 2007 
/動画で学ぶ Windows Vista / 動画で学ぶ YouTube / 東ミ DVD - RAM ユーテイリテイ 
/東芝 HW セットアップ/ま芝 PC 診断ツール/東芝 SD メモリカードフオーマット 
/東ちヴービスステーシヨン/東ち省電力/東芝フアイルレスキュー 
/東芝ボタンヴポート/東芝無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール/はじめてガイド 
/動画で解巧！操作ガイド/パソコンで見るマニュアル/ぱ5ちゃん 
/無線 LAN らくらく設定 

東ち（東ち PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 01 20-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。アナウンスに従って操作 
してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスの後でのをプッシュして 
ください。 

技術相談窓口受付時間：目: ] 9:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

海外か日の電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなび日ない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを化止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook . com 「サポート情報」—「東芝 PC あんしんサポート」 
( http :// clynabook . com / assistpc / anshin / inclex _ j.htmj にて33失□らせし、たします。 


お問： S 复甚 C るさは 














■付録 


本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 118 

2 メディアについて . 12巨 

3技術基準適合について . 130 

4無線 LAN について . 13已 










1 I ごほ用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていた 
ださたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


眶■パソコン本化について 


I 機器への強い衝撃やが店について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬し咕のでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごミ主意ください。 


I パソコンを快適にお使いいただくために 



A 迂后、 

•パソコンの側面や底面の通風孔をふさびないこと 
•パソコンは常に平5で硬いちのの上に置いて使用ずること 

通風孔をふさぐおそれびあるので、力ーペット、ソファ、べッドなどの柔日かいちのの上 
での使用は避けてください。 

•パソコンの底面やパームレスト（キーボード手前部分）に長時間触れないこと 

パソコンの底面やパームレストは熱くなることびあります。 

長時間触れているとほ温やけどの原因となります。 

ひざの上などで長時間使用するときは、硬いパッドなどをパソコンの下に敷いてください。 

• 通風孔に手を近づけないこと 

本体の動作中、通風孔から熱い排気び出ます。やけどのおそれびあります。 


I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


A - ドディスクドライブについて 

I 操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保をしておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保をした内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あ日かじめご 
了をください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 


mm CD / DVD について 


I 操作にあたつて _ 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジエクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取 
り出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあり 
ます。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•電源び入っているときには、イジエクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジエクトホールについて n 章 □-[!]- CD/DVD が出てこない場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで 
CD / DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 
•本製品では、 8 cm 、] 2 cm の CD / DVD のみ使用できます。これ日 LU 外の CD / DVD は使用 

でさません。 











D ご使用にあたってのお願い 


mm 巧線 LAN について 


I 巧線 LAN 敦品ご使用時におけるセキユリテイに関するごミち意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可能で 
あるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キュ U ティに関する設定を行っていない場合、次のよラな問題び発生する可能性びあります。 

-通信内容を盗み見日れる 

悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、 

I □やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見日れる可能性びあります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性びあります。 



本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ U 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題び発生する可能性はかなくなります。 

セキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したラえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュ U テイに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 


I セキユ IJ テイ機能 _ 

• セキュ U ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外ちによる不正アクセスび容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消'失、破壊などにつなびる危険性びあります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 （ WEP 、 

WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策ち有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows ファイアウォール」 
やファイアウォール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


I 無線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障書物び少なく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録0無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、「付録 D - I ■使用でさる国/地域につ 
いて」を確認してください。 

I 巧線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 


B 周辺機おについて 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《パソコンで見るマ 
ニュアル-パソコンの設定-周辺機器を使ラ》を読んでか日作業をしてください。またその 
際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障するおそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジじ(外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 










D ご使用にあたってのお願い 


I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグをなさ、電源コード 
を電源コンセントか日はずし、バッテ U パックを取りはずしてか日作業を行ってください。 
•ス□ット A (下勵のメモ U びはずれている状態では、本製品は使用できません。 

必ずス□ット A (下勵にメモ U び取り付け日れている状態で使用してください。 

•パソコン本体やメモ U のコネクタに触らないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メモ U び正常に使用でさなくなります。 

•増設メモ U を強く押したり、巧げたり、落としたりしないでください。 

•増設メモ U は、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびある方）を持つよラにし 
てください。 

• ス U —プ/休止状態中に増設メモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。ス U — 
プ/休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行っ 
てください。 

□静電気について 

• 増設メモリは、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびありま 
す。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ U を取り付ける前に静電 
気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を触れるだけで、 
静電気を防ぐことびでさます。 

I USB 巧応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止巧態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

• 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 







D ご使用にあたってのお願い 


I USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには本機能を有効にする必要び 
あります。 

有効に設定する方法は、次のとおりです。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U 
ティ]^ [ HW セットアップ]をク U ックする 
[東芝 HW セットアップ]画面び表おされます。 

③山 SB ] タブの[ス U - プ時の USB 充電]で苗効にする （ Model )] をチェックする 
通常は苗効にする （ Model )] に設定してください。苗効にする （ Model )] で本機能 
を使用できない場合は、[有効にする （ Mode 2)] に設定を変更してください。 

③[□ロボタンをク U ックする 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間び 
必要になることびあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続せず常時給電に対応した USB コネクタに外部機器を接続 
した場合でち、 USB コネクタか日の常時給電び行われます。このためパソコンの電源び 
OFF の状態でもバッテ U び消費されますので、 AC アダプタを接続してお使いになることを 
おすすめします。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する USB バスパワー ( DC 已 V )連動機能を持っ外部機 
器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー ( DC 已 V )の供給を停止させることびあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部 
機器の使用電流全体の合計を已 OOmALU 下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を ON / OFF することで復帰します。 

• r 東芝 HW セットアップ」の設定で、本機能の設定び「有効にする」になっていると、 
ruSB WakeUp 機能」* i び機能しません。 

この場合、「東芝 HW セットアップ」で本機能の設定を「無効にする」に変更してください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した列部機器によってパソコン本体をス U— プ状態から 
復帰させる機能です。本機能は 0S び Windows Vista の場合、すべての US 巨コネクタで有効です。 

I テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビと接続動作確認は行っていません。したびって、すべてのテレビへの表示は 
保証でさません。 

テレビによっては正しく表おされない場合びあります。 

•必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切替えを行ってください。再生中は表示装置 
を切り替えないでください。 

•なのよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに設定した場合、スリープ 
または休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリーフ 
または休止状態か日復帰したときに □ グオン画面び表おされずに操作びできなくなることび 
あります。 








D ご使用にあたってのお願い 


• HDMI 出力端テにテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部ヴウンド機器び接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを巧き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
はサウンド出力び切り替わることびあります。 


la バツテリにごいて 


I バッテリをほ用するにあたって _ 

•パ'ッテ U パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源コードのプラ 
グをないてから作業を行ってください。ス U —プを実行している場合は、バッテ U パックの 
取りはずしをしないでください。データび消失します。 

• 電極に手を触れないでください。故障の原因になります。 





•パ'ッテ U 駆動で使用しているとさは、バッテ U の残量に十分を意してください。 

バッテ U を使いきってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶さ 
れていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U を使いきってしまラと、時刻や日付 
に誤差び生じます。このよラな場合は、 AC アダプタを接続してバッテ U と時計用バッテ U 
を充電してください。 


I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U パックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/comfnittee/pc/battery/menul .htm 
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D ご使用にあたってのお願い 


MM FeNCa ポートについて 


I FeNCa ポートの操作にあたって _ 

• Fel に a ポートの位置をおすマークは、 FenCa 対応力ードや FeHCa 対応携帯電話をかざす際 
の指示となるちのです。誤ってはびさないよラごミ主意ください。 

• すべての Fel に a 巧応力ードや Fel に a 対応携帯電話について、本製品の FeHCa ポート上での 
動作確認を行っていません。 

したびって、すべての Fel に a 対応カードや Fel に a 対応携帯電話を Fel に a ポートにかざした 
とさの動作は保証でさません。 

• 本製品の Fel に a ポートは、電波法に基づく型式指定を受けた誘導式読み書さ通信設備です。 

• Fel に a ポートに Fel に a 巧応力ードなどを強くたたきつけたり、落としたりすると故障の原因 
になります。 

• Fel に a ポートび正常に動作しない場合は、不具合びあるか確認してください。 

① ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにする 

「1 章 D - 因] FeNCa 対応力ードをかざす」 

② 「かざしてナビ」のポ ー U ングをオフにする 

「本節-斷 I - ポー U ングについて」 

③ [スタート]ボタンー[すべてのプ□グラム] 一 [ Fel に a ポート] 一 [ Fel に a ポート自 
己診断]をク I 」ックする 

表示される画面に従って、確認してください。 


I ポ ー IJ ングについて _ 

Fel に a ポート上に FenCa 対応カードびかざされているかどラか、 Fel に a ポートびチェックする 
動作をポー I 」ングといいます。 

通知領域の[かざしてナビ]アイコン （ i ^) の上にポインタを置くと、ポー U ングび行われ 
ているときは「開始」、行われていないときは「停止」または「切断中」と表示されます。 
r かざしてナビ」のポー U ングの状態は、次の手順で変更でさます。 

① 通知領域の防>ざしてナビ]アイコンをちク U ックする 

② 表示されたメニューか日[ポ ー U ングの状態]一[オン]または[オフ]をク U ックする 
[オフ]をク U ックすると、ポー U ングを停止します。 

ポー U ングび行われていないと、 FenCa 対応カードをかざしてち、「かざしてナビ」は起動 



しません。 


ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオフにすると、ポ ー U ングは一切行われなくなります。 
Fel に a ポートを使用するときは、スイッチをオンにしてください。 

I 暗証番号 • パスワードについて _ 

Fel に a 巧応力ードおよび Fel に a 対応携帯電話で提供されている電モマネーなどのヴービスは、 
現金やクレジットカードなどと同等の価値びあります。カードの暗証番号や各サービスを受け 
る際のパスワードについては、他人に知られないよラに取り扱いにミ主意してください。 

暗証番号やパスワードの漏えいによってサービスの不正利用び行われた場合の損害について、 
当社は一切の責任を負いません。 
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タディアにごいて 


メディアを使ラ前に、次の内容をよく読んでください。 


ほえる CD を確認しよう 


I CD-RW、CD-R について/ CD-RW、CD-R の使用巧奨メーカ 



• CD - RW 、 CD - 刊こ書き込む際には 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお 
使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確認してください。 

• CD - 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書き込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 


ほえる DVD をお認しよラ 


■ DVD*AM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM はなの 
とお0です。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジか日取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇:使巧でさる X :使用でさない 


DVD-RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなしり 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）" 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生でさない場合びあります。 
*2 2.日 G 目、己. 2 G 巨のディスクは使用でさません。 
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且メディアについて 


I DVD について /DVD のほ用巧奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十刊こ書さ込む際には 、 『dynabook 

* * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確 
認してください。 

• DVD - R 、 DVD + 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはでさません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されているときには、書き込み-消去するメディアを 
セツトしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への書さ込みでは、フアイ J レの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たなし觸合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書き 
込がます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書を込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェツク」でクラスタのチェツクを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
きなくなる場合びあります。データなどを書き込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多か時間 
びかかります。 

封 メモ 

♦作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生でさないこともあります。ま 
た、作成した DVD+R DL>< ディア、 DVD-R DL；>< ディアを再生するときは、それぞれのディアの読 
み取りに対応している機器を使用して<ださい。 








0 メディアについて 


■ C 诵 f メディアカードをほう前に 


mm メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア □ LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データやメディアび壊れるおそれびあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場合、 
パソコンの動作び不安定になったり、メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれび 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失したり、 
メディアび壊れるおそれびあります。 


^■SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に 

•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず min 旧 D メモ U 
カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 

microSD メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 
カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U カード用のアダプタは使用できません。 

min 旧 D メモリカード/ microSD メモ U 力ードにアダプタび付いている場合は、付属のアダ 
プタをご使用ください。 

• ブ U ツジメディアス□ツトか bmin 旧 D メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはずす 
ときは、必ず min 旧 D メモ U 力ードまたは microSD メモ U 力ード用のアダプタに装着したま 
まの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 












且メディアについて 


K ■メモリースティックを使う前に 

• メモ U - スティック PRO Duo 対応モデルで、ブ U ッジメディアス□ットにメモ U - ス 
ティック PRO Duo をセットするときは、必ずメモ U - スティックデュオアダプタを装着 
した状態で行ってください。 

メモ U - スティック PRO Duo にメモ U - スティックデュオアダプタび付いている場合は、 
付属のメモ U —スティックデュオアダプタをご使用ください。 

• メモ U - スティック PRO Duo 対応モデルで、ブ U ッジメディアス□ットか日メモ U - ス 
ティック PRO Duo を取りはずすときは、必ずメモ U - スティックデュオアダプタに装着 
したままの状態で行ってください。 

•本製品は、メモ U - スティック Duo には対応していません。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書さ込みのみでさます。 

•すべてのメモ U —スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモリー 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモ U - スティックの詳しい使いかたなどについては『メモ U - スティックに付属の説明書』 
を確認してください。 

mm xD - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したびって、すべての xD - ピク 
チャーカードの動作は保証でさません。 

• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


B マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 














巧術甚準適をについて 


「パソコンで見るマニュアル」にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけで 
なく、「パソコンで見るマニュアル」の記載ちあわせてご確認ください。 

■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 

■高調波対策について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■電波障害自主規制について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■ FFCC information 」 について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 


■ EU Conformity Statement について 

国 C€ 

ihis product and - ii appiicaD に - tne supplied accessories too are marked with "CE" and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC, 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany, 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 
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B 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチ ドライブ GSA - T 已 ON 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1 . 本装置はレープーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッく共通のレーザ規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 、 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
laserstrAling VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 己 SYNLIG OCH OSYNLIG 
laserstrAlning nar DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3BNAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE，ALA 

v 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


. ^ Location of the required label 






























B 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ 880 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 



A ま意 


1.本装置はレーザーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッく共通のレーザ規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いで < ださい。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 

UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 

APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

J 
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B 技術基準適合について 


Pioneer DVD スーパーマルチ ドライブ DVR - TD 08 
( DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2 層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーザーシス： r ムを使用しています。 r CLASS 1 LASER PRODUCT 、 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がされています。 laser KLASSE 1 

本装置はヨー□ッノく共通のレーザ規格 EN 巨08吕已 - 1 いバル » ふ。 - J 

で"クラス1レーザー機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ 5 の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 
ATTENTION 
ADVARSEL 
VARO ! 

VARNING 

VORSICHT 


CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN，AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

RADIATIONS LASER VISIBLES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B 
QUAND OUVERT.eVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 
KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. 
undgA uds/ettelse for STRALING. 

AVATTAESSA OLET ALTTIINA NAKYVALLE JA 
NAKYMATTOMALLE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

KLASS 3 巨 SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD. UNDVIK ATT UTSATTA DIG FOR STRALEN. 

BEI GEOFFNETER ABDECKUNG 1ST SICHTBARE UND 
UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B IM 
GERATEINNEREN VORHANDEN. NIGHT DEM LASERSTRAHL 


AUSSETZEN! 

PRECAUCION CUANDOSE ABRE HAY RADIACION LASER DE CLASE 3B VISIBLE 
E INV に旧 LE. EVITE LA EXPOSICION A LOS RAYOS LASER. 


ま意 ここを開くと CLASS 3 B の可視レーザ光及び不可視レーザ光び出ま 

す。ビームを直接見たり、軸れたりしないこと。 


广 — Location of the required label 






























B 技術基準適合について 


Toshiba Samsung Storage Technology 
DVD スーパーマルチドライブ TS - L 633 A 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
を全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 



A 注意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格 EN 巨082己-1 
で"クラス1レーザー機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、ま全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買し Vh げの販売店にご相談ください。 


DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 2* CFR) 

CAUTION -CLASS 3B V:SIBLE AND INVISIBLE U\SER RADIAHON WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 
ATTENTION -JSER DE CWSSE3B RAYONNEMENT VISIBLE ETINVISIBLE, EN CAS D'OUVERTURE, EXPOSITION DANGEREUSE 
DE U 祀 L OU DE け PEAU RAYONNEMENT DIRECT OU D FFUS, 

VORSICHT -SICh'BAREUND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE3B, WENN ABDECKUNG GEOFFNF, NIGHT DEM 
STBAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL パけ SSE 3 日 SYNLIGOG USYNUG LASERSTRAUNGVED AbNING, UNDGA UDS 肝 TELSE F 抓 STRAuNG 
ADVARSEL -K け SSE3BSYNLIGOGUSYMLIG け SERSTRALING nARDEKSELAPNES.UNNGAEKSPONERING FOR STRALEN. 
VARO! -LUOKAN 3B NAKYVMJA NAKYMATON AVATTAESSA OLET ALTIINA LASERSATEILY 止 E. ALA KATSO SATEESEEN. 
WARNING -SYNUGOCH OSYNLIG KU\SSE 3B WSERSTRAlNING NAR DENNA DELAR OPPNAD. STRAlE AR FARUG. 
注意 ■巧巧け 3B 等巧的恥及ス恥ぷ純お竖をあが照射 

注意 ■ここを閱くとクラス3的巧ン-ザ-細し可可巧レイ-加;出ミす；ビ-ムに躬さがないこと： 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER SCHUTZ KLASSE 1 
PRODUKT 

NACH EN 60825 -1:1994/A2:2001 


. — Location of the required label 


-n PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
- MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULE 21 CFR 
CHAPTER 1,SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF 
MANUFACTURE. 

Toshiba Samsung Storage Technology 

Korea Corporation 

416, Maetan-3Dong,Yeongtong-Gu, 

^ Suwon City,Gyeonggi-Do, 

443-742 Korea 
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4 I 巧緑 LAN について 


mm mm 

本製品には 、 IE 


LAN の概要 


IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 1 g . IEEE 802.1 In draft 2.0 
に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。なの機能をサポートしています。 


•周波数チャネル選択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 


本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。使用 
しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類につい口んに章 n - 回-™ 
無線 LAN モジュールの確認」をご覧ください。 


メモ 

• 本製品に内蔵されている IEEE 802 .1 1 n に準拠した無線 LAN モジュールは、 U リースバージョン 
draft2.0 の仕様に基づいております。そのため、正式規格対応製品や他社のドラフト版対応製品とは 
互換性やすべての機能を保証するちのではありません。 

•本製品と同等の構成を持った機器との通信を行う場合に、 IEEE 802.11 n d「aft2。 準拠の通信を行ラ 
ことび可能でず。 






凸無線 LAN について 


Kjfl お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク 
機器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあり 
ます。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In drafts .0 

已 GHz (已]已 0- 已 72 已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 

IEEE 802.1 Ig , 

IEEE 802.1 In drafts .0 

2.4 GHz に 400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

0 FDM - BPS に 0 FDM - QPSK ， 

0 FDM -1 6 QAM , □ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , 

DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In drafts .0 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式)， 

空間多重方式 （ MlMO 方式） 



無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、お線デバイスの通信範囲に霞響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響をちえ 
まず。 
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凸無線 LAN について 


mm サポートずる周液数ち域 

無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表「無繳 EEE 802.1] チャネルセット」参照)。 

■無織 EEE 802. il チャネルセット 

♦己 GHz 帯：己1己0~己7吕己 MHz ( IEEE 802.1 la . IEEE 80 吕 .1 1 n draft 吕 .0 の場合） 

メモ 

• 巳 GHz 無線 LAN は屋外では使用できません。 



チャネル ID 

周波数 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W 53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 

W 56 

100 

5500 

104 

5520 

108 

5540 

112 

5560 

116 

5580 

120 

5600 

124 

5620 

128 

5640 

132 

5660 

136 

5680 

140 

5700 


アクセスポイント側のチャネル （ W 已 2/ W 已 3/ W 已 6) に合わせて、そのチャネルに自動的に 
設定されます。 































凸無線 LAN について 


• 吕 .4 GHz 帯：吕400 ~2497 MHz ( IEEE 802.1 Ib / g 、 IEEE 80 吕 .1 1 n draft 吕 .0 の場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


* 1購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

無線 LAN をインストールする場合、チャネル設定は、：欠のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 LAN アクセ 
スポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする場合は、 
ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アクセスポイント 
の設定チャネルちこの範囲にする必要びあります。 




















凸無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用ずる前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを$害認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉、の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 / J 、 

本製品とお包箱には、巧に示す現品表示び記載されています。 


①⑤③④ 

ミ Ws/O 材 - 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m じ(下であることを示す。 

2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意昧する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、裏表紙を参照してください。 












凸無線 LAN について 


B 機器認証表示について 

本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 

■ Intel a / b / g / n モジユールの場合 

無線設備名：已 12 AN_MMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号: 0080241003 

■ Atheros b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： AR 已 B 91 -X 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 80273003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごま意ください。 


■a お知6せ 


I 無線製品の相互運用性 _ 

H 本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 

( DSSS)/Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用でさるよラに設計されており、なの規格に準拠しています。 


• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術ち協会）策定の 
IEEE 8 日 S .1 ]Standard on Wireless LANs(Revision a / b / g/n drafts .0) (無線 LAN 標 
準規格(版数 a / b / g/n drafts .□)) 

• Wi - 円 Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi - 円 CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 
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凸無線 LAN について 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。：欠にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日なし觸合 
は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 

本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま巨 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準とま 
全基準に準拠しています。 

■ Intel a / b / g/n モジュール 
• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with 艮 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions;(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The tern "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
spacifications were met. 








凸無線 LAN について 


• USA-federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the separation between the equipment and the receiver, 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help, 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Intel® Wifi Link 5100, or the substitution or attachment of connecting 
cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution : Exposure to Radio Frequency Radiation . 

The radiated output power of the Intel® WiFi Link 5100 is far below the FCC radio frequency exposure 
limits. Nevertheless, the Intel® WiFi Link 5100 shall be used in such a manner that the potential for 
human contact during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user's manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd- 
dhm237/index-e 打 g.php. 







凸無線 LAN について 


参 Eur 叩 e 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner da 打 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d’une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est 打 ecessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Tel 台 c 曰 mmuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interne. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation，the above 


2.4GHz channel limitations applv lor outdoor usage. The user should use the wireless LAN uiiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















凸無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






凸無線 LAN について 


■ Atheros b / g/n モジユール 

• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with 艮 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference ， and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The tern "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
spacifications were met. 

• USA-Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the separation between the equipment and the receiver, 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Atheros A 民 9281 Wireless Network Adapter, or the substitution or 
attachment of connecting cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution : Exposure to Radio Frequency Radiation . 

The radiated output power of the Atheros A 民 9281 Wireless Network Adapter is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros A 民 9281 Wireless Network Adapter shall be used in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user's manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd- 
dhm237/index-eng.php. 








凸無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buite 打 antennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations applv ror outdoor usage, fhe user should use the wireless LAN utiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















凸無線 LAN について 


• Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






凸無線 LAN について 


mm 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域し U 外では使用 
でをません。 


■ Intel a / b / g/n モジュール 


アイスランド 

カナダ 

スウェーデン 

J けマ 

ホンジュラス 

アイルランド 

韓国 

スペイン 

バミューダ 

マラウイ 

アメ 1」力合衆国 

カンボジア 

ス□バキア 

パラグアイ 

7ルタ 

アラブ首長国連邦 

キプ□ス 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

7レーシア 

イギリス 

キ1」シャ 

タィ 

フィ1」ピン 

南アフリカ 

イタ1」ア 

キルギスタン 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

ィンド 

ク□アチア 

チェコ 

プエルト1」コ 

モ□ッコ 

インドネシア 

グアテマラ 

中国 

ブラジル 

モンテネグロ 

ウルグアイ 

クウェート 

チ1」 

フランス 

ヨルダン 

エジプト 

ケニァ 

デンマーク 

ブルガリア 

ラトビア 

エストニア 

つスタ1」力 

ドィツ 

ベトナム 

1」トアニア 

エルサル八'ドル 

つ□ンビア 

トルコ 

ベルギー 

1」ヒテンシュタイン 

オーストラリア 

サウジアラビア 

曰本 

ポーランド 

ルーマニア 

オースト1」ア 

ジャマイカ 

ニューカレドニア 

ボスニア'ヘルヴ1ゴけ 

ルクセンブルク 

オマーン 

シンガポール 

ニュージーランド 

ボ1」ビア 

レバノン 

オランダ 

ジンバブエ 

ノルウェー 

ポルトガル 


カタール 

スイス 

バーレーン 

香港 


に OOS 年1□月現祖 


• 802.1 ] a および 802.1] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ]] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已己， Ch 己 0, Ch 己 4, ChlOO , Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chl 28, Chl 32, Ch ]3 巨， Chl 40, Chl 49, 
Ch ] 已 3, Ch ] 已 7, Ch ] 巨 ], Ch ] 巨已でイま用でさます。 





































凸無線 LAN について 


■ Atheros b/g/n モジュール 


アイスランド 

オーストラリア 

ス1」ランカ 

ノルウェー 

7ルタ 

アイルランド 

オーストリア 

ス□バキア 

バーレーン 

7レーシア 

アゼルパイジャン 

オランダ 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

南アフリカ 

アメ 1」力合衆国 

カナダ 

セルビア 

フィ1」ピン 

メキシコ 

アラブ首長国連邦 

韓国 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

アルゼンチン 

キプ□ス 

チェコ 

フランス 

モンテネグロ 

イギリス 

ギリシャ 

中国 

ブルガリア 

ヨルダン 

イタ1」ア 

ク□アチア 

チ1」 

ベトナム 

ラトビア 

ィンド 

つ□ンビア 

デンマーク 

ベネズエラ 

1」トアニア 

インドネシア 

サウジアラビア 

ドイツ 

ペルー 

リヒテンシュタイン 

ウルグアイ 

シンガポール 

トルコ 

ベルギー 

ルーマニア 

エクアドル 

スイス 

曰本 

ポーランド 

ルクセンブルク 

エジプト 

スウェーデン 

ニューカレドニア 

ボスニア'ペレツェゴけ 

レバノン 

エストニア 

スペイン 

ニュージーランド 

ポルトガル 

□シア 


に008年1□月現在) 


• 802.1 In モードでは、アドホック通信は使用できません。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 邑モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル11 
で使用できます。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 旨モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜 
チャネル13で使用でさます。 
























凸無線 LAN について 


mm r まミ無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール j について 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

本製品を屋外に持ち出す場合には、「東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で已 GHz の周波数帯 
域を OFF にしてください。 



[スタート]ボタン（括 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ネットワーク]一撫線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]画面び表示されます。 

[OFF] ボタンをクリックし①、[閉じる]ボタンをクリックする② 



の 


I ② 


已 GHz の周波数帯域び OFF になります。 


メモ _ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ ON ] ボタンをクリックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 
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AC アダプタの仕様 . 18 SD メモ U 力ードのセツトと取り出し ... 33 



Battery LED. 15, 69 

BIOS セツトアップ . 77 


Battery LED.] 已，己日 

BIOS セットアップ . 77 

CD/DVD のセット . 27 

CD/DVD の取 D 出し . 29 

COA ラベル . 17 

Confi 邑 Free. 44 

DC IN LED.] 已 
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eSATA コネクタ . 14 
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HDMI ケーブルの取り付け . 已7 

HDMI ケーブルの取りはずし . 己] 
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Power LED. 15 

RGB コネクタ .14, 63 



TFT カラー液晶ディスプレイ . 31 



USB コネクタ . 14,17, 54 

USB 対応機器の取り付け . 已已 

USB 対応機器の取りはずし . 已已 

USB の常時給電 . 已4 



xD- ピクチャーカードのセツトと取り出し 


33 
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外部ディスプレイの接続 . 63 
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型番 . 17 

画面の明るさを調整する . 31 



キーボード . 17 



ご使用にあたってのお願い . 118 



システムインジケータ . 14,15 


システムインジケータ . 14,15 

使用できる CD. 126 

使用できる DVD. 126 



スピーカ 
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151 
































































製造番号 . 17 

セキュ U テイ□ック•ス□ット . 17 


ブ U ツジメディア LED . 15, 33 

ブ U ツジメディアス□ット . 16, 32 



増設メモ1」の取り付け . 48 

増設メモ U の取りはずし . 已] 



タッチパッド . 1ス19 


タッチパッド . 1ス19 

通風孔 . 14,17 

ディスプレイ . 14, 31 

テレビに表示する . 已己 

電源コードの仕様 . 18 

電源コネクタ . 17 

電源スイッチ . ]已 
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東芝 PC オンライン . 89 

東芝 PC 診断ツール . 已3 
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時計用バッテ U . 71 

ドライブ . 17, 26 
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バッテ U パック . 17, 68 
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UU - ス情報 . 10 
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] 己，37, 44 







































































TX / 己* H シ U — ス、 TXE /6* HE シ U — ズ、 TXW /6* HW シ U — ズ、 

AX / 已キ H シ U — ズ、 AXE / 已ホ HE シ U — ズ 

dynabook いろいろな機能を使おう 

平成 20 年 10 月 23 日 第 1 版発行 GX1C00OBYU10 


発行株式舍な まま PC& ネットワーク社 


PC 第一事業部 干10己-8001東京都港区芝浦 1-1-1 


© 2008 TOSHIBA CORPORATION 無断複製及び転載を禁ず 

ALL RIGHTS RESERVED 





いろいろな機能を巧おラ 


is 〜課 g | 醒鶴鱗窺齡謹譜?におりまず。 


東芝 PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 


巧術のなご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

全国共通電話ま号 0120 -97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料) 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてくださし、。 

電話番号は、お間違えのないよう、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございまず。その場合は TEL 043-吕 98-878 日（通話料お客様負担）にお問い合わ 
せ < ださい。 

ご相談の内容により、別のサポート窓□をご案内する場合びございます。 

技術相談窓□受付時間： 9 : 00〜]目： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間： 9 :曰曰〜22 : 00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i repair.htm 


お問い合わせの詳細につきましては、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 

-本書の内容は、改善のため予告なしに変更することびありまず。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で輯載することは禁止されています。 

•落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたします。 

東芝 PC あんしんサポートにお問いをわせください。 
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